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近代和歌山における鉄道の開通と参詣への影響

近
代
和
歌
山
に
お
け
る
鉄
道
の
開
通
と
参
詣
へ
の
影
響

―
紀
和
鉄
道
の
経
営
と
高
野
参
詣
と
を
関
わ
ら
せ
て
―

井
　
田
　
泰
　
人

は
じ
め
に

近
年
、
鉄
道
と
参
詣
に
つ
い
て
の
研
究
が
活
発
化
し
、
優
れ
た
成
果
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
平
山
昇
『
鉄
道
が
変
え
た
社

寺
参
詣
：
初
詣
は
鉄
道
と
と
も
に
生
ま
れ
育
っ
た
』（
交
通
新
聞
社
、
二
〇
一
二
年
）、
同
『
初
詣
の
社
会
史
：
鉄
道
が
生
ん
だ
娯
楽
と

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
五
年
）
が
あ
る
。
ま
た
、
卯
田
卓
矢
「
比
叡
山
へ
の
鋼
索
鉄
道
建
設
に
お
け
る
延
暦

寺
の
動
向
」（
交
通
史
学
会
『
交
通
史
研
究
』
第
八
四
号
、
二
〇
一
四
年
一
二
月
、
四
〇
―
五
九
頁
に
所
収
）、
同
「
比
叡
山
に
お
け
る

鉄
道
敷
設
と
延
暦
寺
」（
歴
史
地
理
学
会
『
歴
史
地
理
学
』
第
五
七
巻
第
三
号
、
歴
史
地
理
学
会
、
二
〇
一
五
年
六
月
、
二
〇
―
三
五

頁
に
所
収
）
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
の
文
献
・
論
考
も
高
い
評
価
を
得
て
い
る
（
一
）。
特
に
寺
社
側
の
資
料
を
用
い
た
点
が
こ
れ
ま

で
の
研
究
に
な
か
っ
た
、
斬
新
な
論
考
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
こ
れ
ら
の
成
果
を
参
考
に
し
、
本
稿
で
は
高
野
参
詣
を
取
り
あ
げ
、

「
参
詣
と
鉄
道
」
に
つ
い
て
の
関
係
を
見
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。

本
稿
で
対
象
と
す
る
鉄
道
企
業
は
明
治
期
の
高
野
参
詣
に
お
い
て
重
要
な
交
通
手
段
と
な
っ
た
紀
和
鉄
道
で
あ
る
。
同
社
の
歴
史
に

つ
い
て
は
久
嶋
惇
徳
『
紀
和
鉄
道
沿
革
史
』（
一
九
〇
六
年
）
が
あ
る
。
ま
た
、
生
命
保
険
金
融
と
鉄
道
の
資
金
調
達
に
注
目
し
た
も
の

と
し
て
日
本
生
命
相
互
保
険
企
画
広
報
部
社
史
編
纂
室
『
日
本
生
命
百
年
史　

上
巻
』（
一
九
九
二
年
）
三
九
二
―
三
九
八
頁
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
文
献
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
他
の
資
料
を
取
り
入
れ
経
営
全
般
に
つ
い
て
も
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
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そ
こ
で
本
稿
で
は
、
高
野
参
詣
の
ル
ー
ト
が
紀
和
鉄
道
の
開
通
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
変
遷
し
て
い
く
の
か
を
明
ら
か
に
し
て
い
く

こ
と
、
ま
た
、
鉄
道
開
通
ま
で
の
地
元
の
動
向
、
建
設
工
事
や
開
業
の
様
子
、
経
営
内
容
、
さ
ら
に
紀
和
鉄
道
の
合
併
の
様
子
に
つ
い

て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
主
た
る
課
題
と
し
、
鉄
道
開
通
後
の
周
辺
地
域
や
異
種
交
通
機
関
・
手
段
へ
の
影
響
に
つ
い
て
も
瞥
見
し
て

い
き
た
い
。

一　

高
野
参
詣
と
鉄
道

㈠
鉄
道
開
通
ま
で
の
高
野
参
詣
と
交
通

高
野
山
お
よ
び
高
野
参
詣
の
歴
史
に
つ
い
て
ま
と
め
て
お
こ
う
。
高
野
山
は
弘
法
大
師
・
空
海
が
開
山
す
る
が
、
八
一
六
（
弘
仁

七
）
年
、
嵯
峨
天
皇
に
上
請
し
、
下
賜
さ
れ
た
。
高
野
山
に
は
、
そ
れ
以
前
か
ら
集
落
は
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
金
剛
峰
寺
を
創
建

し
、
宗
教
都
市
と
し
て
形
成
さ
れ
る
な
か
で
深
く
関
わ
り
、
発
展
し
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
宇
多
、
白
河
、
鳥
羽
、
後
白
河
、

後
嵯
峨
、
後
宇
多
な
ど
の
上
皇
・
天
皇
も
訪
れ
て
い
る
。
ま
た
、
豊
臣
秀
吉
な
ど
歴
史
上
の
著
名
人
も
参
詣
し
て
い
る
。
い
う
ま
で
も

な
く
、
真
言
宗
の
一
大
拠
点
で
あ
る
が
、
山
岳
信
仰
、
山
中
他
界
、
西
国
巡
礼
、
四
国
遍
路
な
ど
多
様
な
信
仰
が
入
り
交
じ
る
聖
地
と

し
て
発
展
し
た
。
近
世
に
お
い
て
も
高
野
山
は
参
詣
の
対
象
と
さ
れ
た
。
一
八
七
二
（
明
治
五
）
年
ま
で
は
女
人
禁
制
で
あ
っ
た
。
女

人
堂
に
来
て
奥
之
院
の
近
く
ま
で
行
く
こ
と
は
可
能
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
女
人
禁
制
が
解
か
れ
、
参
詣
者
が
増
加
し
、
林
間
学
校
な

ど
の
行
事
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
最
近
の
話
題
と
し
て
、
二
〇
〇
四
（
平
成
一
六
）
年
、
高
野
山
を
含
む
「
紀
伊
山
地
の
霊
場

と
参
詣
道
」
が
ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
（
文
化
遺
産
）
に
登
録
さ
れ
た
（
二
）。

そ
の
高
野
参
詣
の
交
通
で
あ
る
が
、
高
野
山
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
、
高
野
七
口
（
大
門
口
・
不
動
坂
口
・
黒
河
口
・
龍
神
口
・
相
ノ
浦

口
・
大
滝
口
・
大
峰
口
）
に
向
か
う
多
様
な
ル
ー
ト
が
あ
っ
た
（
三
）。
時
代
・
時
期
に
よ
っ
て
主
要
な
ル
ー
ト
は
変
わ
る
が
、
こ
こ
で
高
野
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街
道
に
つ
い
て
見
て
い
こ
う
。

大
阪
府
下
に
お
い
て
は
、
高
野
街
道
は
大
き
く
東
西
に
分
け
ら
れ
る
。「
東
高
野
街
道
」
は
京
都
八
幡
か
ら
南
に
、「
西
高
野
街
道
」

は
堺
か
ら
東
南
に
進
む
道
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
東
と
西
の
高
野
街
道
は
河
内
長
野
で
合
流
す
る
。
東
西
の
高
野
街
道
以
外
に
も
「
中
高

野
街
道
」
も
あ
る
。
同
街
道
は
東
海
道
守
口
宿
を
起
点
に
し
て
南
下
し
て
い
く
。
そ
の
他
、
四
天
王
寺
を
起
点
と
す
る
「
下
高
野
街

道
」
が
中
高
野
街
道
に
ほ
ぼ
並
行
し
て
南
下
し
て
い
る
。
下
高
野
街
道
は
狭
山
の
西
で
西
高
野
街
道
と
合
流
し
て
い
る
。
河
内
長
野
で

合
流
し
た
高
野
街
道
は
紀
見
峠
を
越
え
て
い
く
の
で
あ
る
（
四
）。

そ
の
先
、
和
歌
山
県
内
で
は
、
紀
見
峠
↓
紀
ノ
川
↓
九
度
山
↓
慈
尊
院
か
ら
の
大
門
口
ま
で
町
石
道
を
利
用
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た

と
い
う
。
応
其
上
人
の
登
場
で
橋
本
が
発
展
す
る
と
、
橋
本
↓
学
文
路
↓
河
根
↓
西
郷
↓
神
谷
↓
不
動
坂
↓
女
人
堂
と
い
う
「
東
高
野

街
道
」
か
ら
不
動
坂
口
に
入
る
者
が
増
え
た
と
い
う
。
そ
し
て
和
歌
山
・
四
国
方
面
か
ら
の
参
詣
者
は
志
賀
を
と
お
っ
て
花
坂
の
矢
立

で
町
石
道
に
出
る
「
西
高
野
街
道
」
と
呼
ば
れ
る
ル
ー
ト
を
利
用
し
た
（
五
）。

古
来
、
高
野
参
詣
の
ル
ー
ト
は
「
高
野
街
道
」
を
利
用
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
明
治
期
に
な
り
鉄
道
が
開
通
す
る
と
、
参
詣
者
に

と
っ
て
は
選
択
肢
が
増
え
、
こ
れ
ら
の
交
通
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

㈡
紀
行
文
に
見
る
鉄
道
利
用
と
高
野
参
詣

当
時
鉄
道
を
利
用
し
て
高
野
参
詣
を
し
た
者
が
そ
の
時
の
様
子
を
著
作
に
記
し
て
い
る
。
鉄
道
開
通
前
の
様
子
、
ま
た
幾
つ
か
あ
る

鉄
道
の
う
ち
、
ど
の
鉄
道
会
社
を
利
用
す
る
と
最
適
で
あ
る
の
か
、
さ
ら
に
鉄
道
開
通
に
よ
る
高
野
参
詣
の
影
響
を
把
握
す
る
た
め
に

以
下
で
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

①
坪
谷
善
四
郎
『
山
水
行
脚
』（
一
九
一
一
年
）
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坪
谷
善
四
郎
は
出
版
関
係
に
従
事
す
る
者
で
あ
り
、
ま
た
政
治
家
で
も
あ
っ
た
（
六
）。
同
書
に
お
い
て
「
登
山
の
順
路
」
と
い
う
部
分
で

高
野
参
詣
の
ル
ー
ト
に
つ
い
て
の
記
述
が
見
ら
れ
る
（
七
）。

高
野
山
に
登
る
の
道
、
古
来
七
所
あ
り
、
世
に
高
野
七
口
と
称
し
、
大
門
口
、
不
動
阪
口
、
熊
野
口
、
龍
神
口
等
の
名
あ
り
。
①
大

門
口
を
表
道
と
し
、
不
動
阪
口
を
裏
口
と
し
、
裏
口
は
婦
人
を
伴
ひ
た
る
者
の
、
境
内
入
口
な
る
女
人
堂
に
宿
泊
す
る
為
に
登
る
所

と
し
て
知
ら
れ
た
り
し
に
、
今
は
山
麓
の
紀
ノ
川
に
沿
ひ
、
②
紀
和
鉄
道
全
通
し
、
西
は
和
歌
山
に
て
南
海
鉄
道
と
接
続
し
、
大

阪
、
岡
山
、
広
島
、
下
ノ
関
ま
で
連
な
り
、
東
は
大
和
の
五
條
に
て
、
南
和
鉄
道
と
連
絡
し
、
奈
良
、
京
都
、
津
、
名
古
屋
、
東
京

ま
で
連
な
る
に
至
り
た
れ
ば
、
参
詣
者
は
皆
な
鉄
道
に
よ
り
山
下
の
高
野
口
駅
、
ま
た
は
橋
本
駅
よ
り
登
山
し
、
両
駅
の
何
れ
よ
り

す
る
も
、
山
の
半
腹
な
る
神
谷
駅
に
て
会
し
、
此
所
か
ら
不
動
坂
を
登
り
、
女
人
堂
の
前
を
過
ぎ
、
③
高
野
山
の
境
内
に
入
る
故
、

表
門
口
は
寂
び
て
裏
門
口
の
み
栄
ゆ
る
に
至
り
し
と
云
ふ
。

大
阪
よ
り
鉄
道
に
よ
り
て
参
詣
す
る
に
も
、
ま
た
④
西
よ
り
南
海
紀
和
の
両
鉄
道
に
よ
る
も
の
と
、
東
に
関
西
、
南
和
、
紀
和
の
三

鉄
道
に
よ
る
も
の
と
の
両
路
あ
り
。
其
の
高
野
山
麓
に
達
す
る
時
間
賃
銭
と
も
、
大
差
無
く
し
て
一
得
一
失
あ
り
。

関
西
は
近
く
し
て
賃
銭
や
安
き
も
、
⑤
橋
本
口
よ
り
も
登
山
す
る
に
は
、
高
野
口
に
比
し
て
山
路
一
里
遠
く
、
随
っ
て
人
力
車
、
山

輿
等
の
賃
銭
多
く
、
ま
た
数
回
乗
替
を
要
す
る
不
便
あ
り
。
之
に
負
け
じ
と
、
南
海
は
紀
和
と
謀
り
て
、
日
々
数
回
直
通
列
車
を
発

し
、
難
波
よ
り
高
野
口
ま
で
最
急
行
三
時
半
に
て
達
せ
し
む
る
列
車
を
出
せ
ば
、
関
西
も
ま
た
南
和
と
連
合
し
、
王
子
五
條
間
は
、

常
に
直
通
列
車
を
発
し
、
東
西
互
に
高
野
山
を
中
心
と
し
て
、
旅
客
の
吸
収
を
競
争
し
つ
ゝ
あ
り
。

傍
線
部
①
は
鉄
道
開
通
前
の
主
要
ル
ー
ト
で
あ
る
。
②
で
は
、
鉄
道
に
つ
い
て
は
近
畿
圏
外
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
が
紹
介
さ
れ
て
い

る
。
鉄
道
敷
設
後
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
傍
線
部
③
に
あ
る
よ
う
に
経
路
の
「
盛
衰
」
が
確
認
で
き
た
。
ま
た
傍
線
部
④
の
部
分
で
鉄
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道
に
よ
る
「
西
回
り
」
と
「
東
回
り
」
の
二
つ
の
ル
ー
ト
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
下
車
後
の
高
野
山
ま
で
の
移
動
に
つ
い
て
も

記
さ
れ
て
い
る
。
関
西
・
南
和
・
紀
和
と
南
海
・
紀
和
と
の
間
で
直
通
列
車
に
よ
る
顧
客
誘
引
を
展
開
し
た
競
争
関
係
を
言
及
し
て
い

る
点
も
興
味
深
い
（
傍
線
部
⑤
）。

②
野
崎
広
太
『
茶
会
漫
録　

第
九
集
』（
一
九
二
五
年
）

こ
の
文
献
に
お
い
て
も
高
野
山
へ
赴
く
様
子
が
み
ら
れ
る
。
著
者
の
野
崎
広
太
は
福
沢
門
下
で
、
中
外
商
業
新
報
、
三
越
で
社
長
、

鐘
紡
の
重
役
に
就
い
た
実
業
家
で
あ
っ
た
（
八
）。
東
京
か
ら
高
野
山
へ
訪
れ
る
様
子
を
回
想
し
て
い
る
。
こ
れ
は
一
九
二
一
（
大
正
一
〇
）

年
五
月
三
〇
日
の
記
録
で
、
霊
寶
館
の
工
事
が
竣
成
し
開
館
式
へ
向
か
う
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
（
九
）。

（
五
月
）
十
四
日
早
朝
（
馬
越
）
化
成
翁
来
会
し
て
、
余
等
の
一
行
と
共
に
登
山
せ
む
と
い
ふ
、
鈍
翁
（
益
田
）
大
に
喜
び
先
づ
携

へ
来
り
し
茶
箱
を
開
き
て
茶
一
服
を
饗
す
。
茶
碗
は
空
中
作
の
筒
形
に
し
て
、
茶
器
は
金
森
宗
和
の
好
に
か
か
る
も
の
、
両
々
共
に

見
事
の
品
、
化
成
翁
も
余
も
意
外
の
饗
応
に
遇
う
て
、
茶
味
も
亦
一
層
の
佳
良
を
覚
う
。
や
が
て
発
車
の
時
刻
も
迫
ら
む
と
て
、

⑥
汐
見
橋
の
停
車
場
へ
と
志
し
て
車
を
馳
せ
ぬ
。

既
に
其
処
に
は
日
置
（
益
夫
）
老
、
大
塚
（
晃
長
）
氏
等
、
高
野
鉄
道
新
旧
常
務
重
役
一
行
を
迎
へ
、
特
別
車
を
連
結
し
て
歓
待
極

め
て
懇
切
な
り
、
車
中
は
一
行
の
外
更
に
戸
田
（
露
朝
）、
土
橋
（
無
犀
）
の
両
老
馳
せ
加
は
る
。
こ
の
日
天
晴
れ
気
朗
か
に
、
路

は
南
朝
の
忠
臣
北
畠
親
房
、
顕
家
の
二
卿
を
祀
れ
り
と
い
ふ
な
る
阿
倍
野
さ
て
は
、
豊
太
閤
が
数
時
紹
鷗
の
草
庵
を
訪
づ
れ
て
茶
味

を
賞
せ
し
天
下
茶
屋
な
と
過
ぎ
て
、
や
う
や
く
泉
州
に
入
る
や
岡
坡
丘
陵
処
々
に
点
在
し
、
碧
烟
濃
淡
樹
高
低
、
已
に
河
州
に
進
め

ば
山
光
灔
々
水
溶
々
、
一
径
盤
回
し
て
翠
微
に
上
り
、
紀
見
峠
の
隧
道
を
通
過
し
て
彼
方
に
出
づ
る
や
、
嘱
目
開
豁
、
此
処
は
既
に

紀
州
に
し
て
曲
径
幽
渓
左
右
に
交
錯
し
、
⑦
高
野
鉄
道
の
極
端
橋
本
の
停
車
場
は
目
睫
の
間
に
在
り
、
汐
見
橋
を
発
し
た
る
は
午
前
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十
時
二
十
八
分
に
し
て
橋
本
に
達
せ
し
時
は
亭
午
を
過
ぐ
る
十
分
な
り
し
か
と
覚
ゆ
。
橋
本
よ
り
更
に
紀
和
鉄
道
に
乗
換
へ
て
高
野

口
に
到
る
、
こ
の
間
僅
に
十
数
分
、
高
野
口
は
即
ち
有
名
な
る
紀
の
川
の
清
流
に
沿
う
た
る
地
、
此
処
よ
り
ま
た
更
に
人
車
に
乗
り

て
高
野
の
山
に
向
ふ
。

傍
線
部
⑥
「
汐
見
橋
」
か
ら
乗
車
と
い
う
、
先
の
文
献
で
は
出
て
こ
な
か
っ
た
「
高
野
登
山
鉄
道
」
を
利
用
し
て
い
る
様
子
が
記
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
傍
線
部
⑦
の
様
子
か
ら
同
鉄
道
は
、
直
通
で
な
く
「
乗
り
換
え
」
の
必
要
が
あ
っ
た
。
こ
の
点
が
不
便
で
あ
り
、

利
用
者
が
少
な
か
っ
た
一
要
因
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

③
市
島
春
城
『
擁
炉
漫
筆
』（
一
九
三
六
年
）

市
島
春
城
は
新
潟
県
出
身
で
高
田
新
聞
、
新
潟
新
聞
、
読
売
新
聞
で
活
躍
し
、
政
治
家
と
し
て
立
憲
改
進
党
の
創
立
に
も
深
く
関
わ

り
、
衆
議
院
議
員
に
も
な
っ
た
人
物
で
あ
る
（
十
）。
同
書
を
見
る
と
、
当
時
の
高
野
参
詣
の
行
き
方
に
つ
い
て
、
そ
の
変
遷
が
記
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
部
分
を
引
用
し
て
み
よ
う
（
十
一
）。

自
分
は
高
野
山
に
三
度
登
っ
た
。
⑧
初
度
は
明
治
三
十
九
年
七
月
で
、
ま
だ
女
人
禁
制
時
代
で
路
も
峻
険
で
あ
っ
た
。
二
度
目
の
登

山
に
は
女
人
禁
制
が
解
か
れ
、
道
路
は
改
修
さ
れ
て
、
女
子
も
徒
歩
で
上
下
し
得
る
や
う
に
な
っ
て
ゐ
た
。
第
三
回
目
に
は
或
る
地

点
ま
で
鉄
道
が
架
設
さ
れ
て
ゐ
た
。
左
に
録
す
る
紀
行
は
、
初
度
の
登
山
滞
在
中
二
日
の
閑
を
倫
ん
で
遊
ん
だ
時
の
記
で
あ
る
。
高

野
へ
行
く
に
は
い
ろ
い
ろ
の
路
が
あ
る
。
自
分
は
⑨
大
阪
の
湊
町
か
ら
奈
良
行
の
汽
車
に
投
じ
、
王
子
に
下
車
し
て
和
歌
山
行
の
汽

車
に
乗
り
換
へ
、
下
田
、
高
田
、
新
庄
、
御
所
、
壷
坂
、
吉
野
口
、
北
宇
智
、
五
條
、
二
見
須
坂
、
橋
本
の
諸
駅
を
経
て
高
野
口
に

下
車
し
た
。
高
野
口
は
旧
名
名
倉
と
云
ふ
所
で
、
紀
州
ネ
ル
の
産
地
で
あ
る
。
⑩
高
野
口
か
ら
山
に
至
る
に
は
、
九
度
山
を
経
て
椎
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出
に
出
で
、
そ
れ
か
ら
神
谷
に
入
っ
て
女
人
堂
に
達
す
。
こ
れ
が
自
分
の
取
っ
た
経
路
で
あ
っ
た
。

市
島
春
城
は
三
度
の
高
野
参
詣
を
経
験
し
た
が
、
鉄
道
の
な
い
二
回
と
敷
設
さ
れ
た
三
回
目
と
の
対
比
が
興
味
深
い
。
徐
々
に
交
通

の
便
が
良
く
な
っ
て
い
る
様
子
が
窺
え
る
（
傍
線
部
⑧
）。
三
回
目
の
鉄
道
利
用
時
の
参
詣
は
今
で
い
う
関
西
線
↓
和
歌
山
線
を
利
用

し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
（
傍
線
部
⑨
）。
そ
の
後
の
道
順
は
一
般
的
な
ル
ー
ト
を
と
っ
て
高
野
山
へ
上
っ
た
（
傍
線
部
⑩
）。

こ
う
し
て
み
る
と
、
大
阪
か
ら
鉄
道
利
用
に
よ
る
高
野
参
詣
は
南
海
↓
紀
和
の
「
西
回
り
ル
ー
ト
」、
大
阪
鉄
道
・
関
西
鉄
道
↓
南

和
↓
紀
和
の
「
東
回
り
ル
ー
ト
」、
高
野
鉄
道
の
「
中
間
線
」
が
あ
っ
た
が
、
よ
く
利
用
さ
れ
て
い
る
ル
ー
ト
が
東
回
り
で
あ
っ
た
と

思
わ
れ
る
。
南
海
鉄
道
も
明
治
三
六
年
に
連
絡
を
果
た
し
て
い
る
の
で
、
利
用
は
で
き
る
は
ず
で
あ
る
が
、
文
献
か
ら
は
確
認
で
き
な

か
っ
た
。
ま
た
中
間
線
の
高
野
鉄
道
（
高
野
登
山
鉄
道
）
は
予
想
ど
お
り
、
あ
ま
り
利
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

現
在
の
よ
う
に
南
海
高
野
線
が
極
楽
橋
ま
で
路
線
を
敷
い
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
高
野
山
ま
で
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
が
あ
る
わ
け
で
も

な
い
。
明
治
期
の
高
野
参
詣
に
関
し
て
は
、
紀
和
鉄
道
が
無
く
て
は
な
ら
な
い
鉄
道
で
あ
っ
た
。
次
章
で
紀
和
鉄
道
の
創
業
か
ら
解
散

ま
で
を
見
て
い
こ
う
。

二　

紀
和
鉄
道
の
展
開

㈠
創
業
前
史

和
歌
山
県
で
は
一
八
八
五
（
明
治
一
八
）
年
と
い
う
、
鉄
道
の
敷
設
が
活
発
化
す
る
前
と
い
え
る
早
い
時
期
に
鉄
道
建
設
を
和
歌
山

県
会
議
長
の
児
玉
仲
児
、
同
志
の
中
川
三
七
な
ど
が
議
論
し
て
い
た
。
児
玉
仲
児
は
、
和
歌
山
県
出
身
で
紀
和
鉄
道
の
創
業
か
ら
解
散

ま
で
重
要
な
人
物
の
一
人
と
し
て
関
わ
っ
て
い
る
。
中
川
三
七
も
和
歌
山
県
出
身
で
、
第
四
十
三
国
立
銀
行
頭
取
で
、
和
歌
山
商
法
会

議
所
設
立
に
尽
力
し
た
人
物
で
あ
る
。
大
阪
鉄
道
の
発
起
人
に
は
王
寺
駅
か
ら
分
岐
し
、
五
條
を
経
由
し
て
和
歌
山
市
に
至
る
鉄
道
建
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設
を
主
張
す
る
者
が
い
た
と
い
う
。
そ
の
話
を
聞
き
つ
け
た
児
玉
達
は
線
路
調
査
図
を
大
阪
鉄
道
発
起
人
の
一
人
で
あ
る
岡
橋
治
助
に

送
り
、
着
工
を
期
待
し
た
が
、
実
現
に
至
ら
な
か
っ
た
（
十
二
）。

こ
の
岡
橋
治
助
は
も
と
も
と
は
一
八
二
四
（
文
政
七
）
年
、
大
和
国
（
奈
良
県
）
宇
陀
郡
萩
原
町
出
身
で
、
大
阪
に
出
て
太
物
商
で

奉
公
し
た
。
一
八
五
七
（
安
政
四
）
年
に
主
家
か
ら
別
家
を
認
め
ら
れ
、
独
立
開
業
に
至
っ
た
。
明
治
の
初
期
に
木
綿
問
屋
の
地
位
を

確
立
し
た
。
一
八
七
七
（
明
治
一
〇
）
年
一
〇
月
、
第
三
十
四
国
立
銀
行
の
創
設
を
出
願
を
し
、
翌
年
四
月
に
資
本
金
一
〇
万
円
で
大

阪
高
麗
橋
五
丁
目
に
開
業
し
た
。
同
行
の
初
代
頭
取
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
他
、
多
く
の
企
業
の
設
立
・
経
営
に
関
わ
り
、
天
満

紡
績
社
長
、
日
本
綿
花
社
長
な
ど
に
就
任
し
た
（
十
三
）。
ま
た
鉄
道
会
社
へ
の
設
立
・
経
営
に
も
関
わ
っ
て
お
り
、
大
阪
鉄
道
・
河
陽
鉄
道
監

査
役
な
ど
を
務
め
た
（
十
四
）。

こ
う
し
た
和
歌
山
県
下
の
有
力
者
、
奈
良
の
出
身
で
後
に
大
阪
で
活
躍
す
る
実
業
家
が
明
治
一
〇
年
代
の
終
わ
り
に
、
既
に
今
の
Ｊ

Ｒ
和
歌
山
線
に
あ
た
る
鉄
道
建
設
構
想
を
抱
い
て
た
の
で
あ
る
。

大
阪
鉄
道
の
南
下
が
叶
わ
な
く
な
っ
た
後
、
一
八
八
八
（
明
治
二
一
）
年
八
月
末
に
当
時
和
歌
山
県
会
議
員
で
、
後
に
紀
和
鉄
道
の

社
長
に
就
任
す
る
望
月
右
内
が
、
児
玉
、
中
川
な
ど
と
鉄
道
を
敷
設
す
る
計
画
を
立
て
た
の
で
あ
る
。
望
月
は
今
回
の
ル
ー
ト
は
阪
堺

鉄
道
と
連
合
し
、
岸
和
田
、
貝
塚
、
信
達
を
通
り
、
風
吹
峠
を
越
え
て
、
根
来
山
の
坂
本
村
に
出
て
、
葛
城
山
の
麓
か
ら
和
歌
山
に
達

す
る
と
い
う
ル
ー
ト
を
「
鉄
道
目
論
見
」
と
し
て
ま
と
め
、
そ
れ
を
携
え
て
上
京
し
た
と
い
う
（
十
五
）。
こ
の
地
名
を
つ
な
ぐ
と
、
今
日
の
南

海
電
鉄
の
本
線
と
い
う
よ
り
は
Ｊ
Ｒ
阪
和
線
よ
り
東
を
通
る
ル
ー
ト
に
な
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
明
治
一
〇
年
代
後
半
か
ら
二
〇
年
代
の
初
め
に
、
王
寺
・
五
條
回
り
の
ル
ー
ト
と
岸
和
田
・
貝
塚
回
り
の
ル
ー
ト
で
の

鉄
道
建
設
構
想
が
起
こ
っ
た
が
、
実
現
に
向
け
て
具
体
化
す
る
に
は
も
う
少
し
時
間
が
掛
か
る
の
で
あ
る
。
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㈡
東
西
二
系
統
か
ら
の
選
択

大
阪
か
ら
和
歌
山
へ
の
ル
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
一
八
九
二
年
六
月
制
定
の
鉄
道
敷
設
法
に
比
較
線
が
あ
り
、
①
堺
↓
岸
和
田
の
「
海

岸
ル
ー
ト
」、
②
高
田
ま
た
は
八
木
↓
五
條
の
「
山
間
ル
ー
ト
」
が
挙
げ
ら
れ
た
。
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
は
、
①
は
現
在
の
南
海
電
鉄
の

本
線
に
あ
た
る
も
の
と
い
え
る
。
当
時
は
ま
だ
南
海
電
鉄
の
前
身
・
南
海
鉄
道
が
難
波
か
ら
堺
ま
で
を
開
通
さ
せ
て
い
た
だ
け
で
あ
っ

た
。
②
は
後
の
南
和
鉄
道
と
紀
和
鉄
道
、
現
在
の
Ｊ
Ｒ
和
歌
山
線
に
近
い
路
線
で
あ
る
。
ど
ち
ら
を
採
用
す
る
か
と
い
う
問
題
に
つ
い

て
「
南
和
鉄
道
発
起
人
及
び
奈
良
県
下
有
志
者
」
が
「
山
間
ル
ー
ト
」
を
熱
望
し
、
勧
業
諮
問
会
に
そ
の
意
向
を
表
し
、
小
牧
昌
業
奈

良
県
知
事
に
建
議
書
を
提
出
し
た
と
い
わ
れ
る
。
さ
ら
に
県
議
会
で
も
同
様
の
意
見
が
出
て
お
り
、
一
八
九
二
年
九
月
一
七
日
の
臨
時

県
会
で
中
井
議
員
が
鉄
道
建
設
に
つ
い
て
国
務
大
臣
に
建
議
す
る
こ
と
を
進
め
る
べ
き
と
の
発
言
を
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
異
議
を
唱

え
る
者
は
い
な
か
っ
た
。
ま
た
、
よ
ほ
ど
場
内
は
白
熱
し
た
よ
う
で
、
こ
の
議
題
の
決
議
だ
け
で
終
わ
っ
た
と
い
う
。
協
議
会
を
開
催

し
、
議
員
一
同
が
連
署
し
て
建
議
書
を
提
出
す
る
こ
と
に
し
、
上
京
委
員
を
議
員
中
か
ら
五
名
選
出
し
た
（
十
六
）。

奈
良
県
の
桜
井
徳
太
郎
は
そ
の
一
人
で
あ
っ
た
。
桜
井
は
一
八
五
六
（
安
政
三
）
年
、
五
條
で
生
ま
れ
て
い
る
。
紀
和
鉄
道
と
接
続

す
る
南
和
鉄
道
の
取
締
役
に
も
就
任
し
て
い
た
。
奈
良
三
区
か
ら
衆
議
院
議
員
選
挙
に
第
一
回
か
ら
第
四
回
ま
で
立
候
補
し
て
お
り
、

第
一
回
の
時
に
当
選
し
た
人
物
で
あ
る
（
十
七
）。

桜
井
は
一
八
九
二
（
明
治
二
五
）
年
一
一
月
一
二
日
開
催
の
第
五
回
鉄
道
同
志
会
の
席
上
で
大
阪
・
和
歌
山
間
の
鉄
道
建
設
で
海
岸

ル
ー
ト
と
山
間
ル
ー
ト
を
比
較
し
て
ど
ち
ら
が
適
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
意
見
し
て
い
る
。
そ
の
趣
旨
を
記
し
て
お
こ
う
。
海
岸
ル
ー

ト
で
あ
る
「
和
泉
線
」
の
距
離
は
四
五
マ
イ
ル
五
八
チ
ェ
ー
ン
、
一
方
、
山
間
ル
ー
ト
で
あ
る
「
奈
和
線
」
は
四
五
マ
イ
ル
四
〇

チ
ェ
ー
ン
で
一
八
チ
ェ
ー
ン
と
い
う
差
で
あ
っ
た
。
和
泉
線
に
つ
い
て
は
、
当
時
「
汽
船
」
が
あ
り
、
和
歌
山
汽
船
と
大
阪
商
船
が
競

争
し
て
い
る
状
態
に
あ
っ
た
。
発
着
の
頻
度
も
多
く
、
所
要
時
間
は
四
時
間
で
船
賃
は
わ
ず
か
に
「
二
銭
」
で
あ
っ
た
。
こ
の
低
価
格

は
両
社
の
競
争
か
ら
こ
の
価
格
に
な
っ
て
い
る
が
、
通
常
の
船
賃
で
も
一
〇
銭
程
度
で
す
む
。
そ
こ
に
鉄
道
を
敷
設
す
る
場
合
、
鉄
道
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運
賃
は
官
線
の
運
賃
一
マ
イ
ル
一
銭
を
基
準
に
す
る
と
和
泉
線
の
大
阪

－

和
歌
山
間
は
四
〇
銭
を
超
え
る
計
算
に
な
る
。
鉄
道
の
所
要

時
間
は
二
時
間
程
度
と
な
る
見
込
み
で
あ
っ
た
。
汽
船
と
鉄
道
の
運
賃
と
所
要
時
間
を
比
較
す
る
と
鉄
道
の
必
要
性
は
弱
い
と
い
え

る
。
よ
っ
て
「
奈
和
線
」
を
採
る
べ
き
と
述
べ
た
。
ま
た
、
建
設
工
事
に
つ
い
て
も
「
大
和
」
の
方
は
「
山
間
の
や
う
で
あ
り
ま
す
が

少
し
も
山
は
御
座
い
ま
せ
ぬ
故
に
今
度
大
和
線
の
方
は
隧
道
等
は
一
箇
所
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
」
と
言
い
、
工
事
は
そ
れ
ほ
ど
難
し
く
な

い
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
和
泉
線
に
つ
い
て
は
大
阪
の
梅
田
を
起
点
に
し
て
い
る
の
で
、「
淀
川
」、「
大
和
川
」、「
紀
ノ
川
」
の
三

カ
所
に
橋
梁
を
掛
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
奈
和
線
は
紀
ノ
川
に
一
カ
所
掛
け
る
だ
け
で
す
み
、
和
泉
線
の
方
が
奈
和
線
よ
り
も
工
費

が
多
く
掛
か
る
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
と
も
言
っ
て
い
る
。
ま
た
、
沿
道
の
市
街
地
に
つ
い
て
は
、
和
泉
線
は
堺
、
岸
和
田
、
貝

塚
、
佐
野
、
尾
崎
を
挙
げ
、
奈
和
線
は
高
田
、
御ご

せ所
、
戸と
う
げ毛
、
橋
本
、
名
倉
、
妙
寺
、
名
手
、
粉
河
、
岩
出
を
挙
げ
、
そ
の
数
の
多
さ

を
強
調
し
た
。
郡
役
所
、
裁
判
所
な
ど
の
公
的
機
関
の
数
も
大
和
線
の
方
が
多
い
と
主
張
し
た
。
沿
線
の
戸
数
・
人
口
に
つ
い
て
は
、

大
和
線
は
高
市
郡
・
十
市
郡
・
葛
上
郡
・
葛
下
郡
・
忍
海
郡
・
宇
智
郡
・
吉
野
郡
に
関
わ
る
戸
数
・
人
口
は
五
万
八
九
七
戸
、
二
五
万

四
八
二
二
人
、
紀
州
の
伊
都
郡
、
那
賀
郡
、
名
草
郡
、
海
部
郡
で
七
万
八
〇
〇
〇
余
戸
、
人
口
三
七
万
余
人
と
な
っ
て
い
た
。
そ
の
合

計
は
一
二
万
八
八
九
〇
余
戸
、
六
二
万
四
八
二
二
人
で
あ
っ
た
。
一
方
、
和
泉
線
は
和
泉
国
五
万
二
二
八
四
戸
、
二
四
万
一
〇
〇
七
人

で
あ
り
、
こ
の
他
多
少
の
河
内
国
の
戸
数
・
人
口
が
加
算
さ
れ
る
程
度
で
あ
っ
た
。
沿
線
の
戸
数
・
人
口
を
比
較
し
て
も
圧
倒
的
に
山

間
ル
ー
ト
が
有
利
で
あ
る
と
説
く
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
軍
事
上
と
い
う
観
点
か
ら
も
大
和
線
の
方
が
得
策
で
あ
る
と
も
言
っ
て
い
た
（
十
八
）。

こ
の
内
容
は
新
聞
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
は
、
山
間
ル
ー
ト
を
「
紀
和
鉄
道
」
と
名
付
け
、
海
岸
ル
ー
ト
を
「
紀
摂

鉄
道
」
ま
た
は
「
摂
和
鉄
道
」
と
呼
び
、
両
線
の
比
較
項
目
と
し
て
右
以
外
の
も
の
で
は
「
物
産
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
表

１
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
全
て
が
鉄
道
を
利
用
し
て
輸
送
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
貨
物
輸
送
量
の
参
考
デ
ー
タ
と
し

た（十
九
）。一
八
九
四
（
明
治
二
七
）
年
七
月
七
日
に
逓
信
大
臣
か
ら
仮
免
許
状
が
下
付
さ
れ
、
奈
良
県
の
五
條
か
ら
和
歌
山
県
下
橋
本
町
を

経
て
和
歌
山
市
に
至
る
線
路
候
補
地
を
実
測
す
る
こ
と
と
な
っ
た
（
二
十
）。
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表１　紀和線・紀摂線沿線における物産比較
紀和線 紀摂線

米 28万 9664石 米 19万 4038石
麦 13万 1128石 麦 7万 2939石
菜種 5万 124石 甘薯 681万 1027貫

大豆・小豆 2万 1646石 砂糖 48万 455貫
豌豆・雑穀 3万 4264石 茶 3万 1222貫
甘藷・馬鈴薯 5万 1589駄 菜種 3万 9889貫

油類 3万 2820石 油 1万 2267石
酒・酢 3万 3682石 甘藷 214万 814貫
醤油 1万 5643石 煙草 5万 2748貫

木材・酒樽 123万 766駄 蜜柑 200万 7427貫
板類 10万 6532駄 実綿 39万 4200貫

燐寸軸・箱地 2万 1040駄 生姜 23万 9470貫
樽丸・早樽 5万 788駄 醤油 1万 3116石
木炭 14万 514駄 酒 6万 2647石
薪 63万 5143駄 簾木綿 1192万 3500反

竹・竹皮 12万 229駄 紋羽 36万 1200反
蒟蒻玉 2万 2302駄 金崎織 1万反
薬種 1万 252駄 厚子 6万反

百合・松茸・大根 13万 2732駄 帆木綿 2083反
銅・安質母尼 126万 72斤 綿ネール 4455本
蜜柑酢・果実 9万 7733駄 竹簾 16万 5000個
氷豆腐 2万 3418駄 陶器 45万 7500個
煙草 14万 346貫 瓦 237万 4290個
製茶 10万 849貫 煉瓦石 2213万 8500個
実綿 25万 4074貫 木櫛 139万 4300個
紙 7万 9065貫 青石 2万 8400才

木綿練・織物 578万 6843駄 生魚 112万 8370貫
建具 16万 6848本 干魚 30万 6932貫
足袋 90万足 油糟 103万 4600玉

銀釜・農品 2万個 真田織 104万 9350本
蝋燭 2万 7000貫 毛布 2万 4000枚
雑貨 12万 8814駄 乾鰯 1万 7660貫

段通 14万蔓
燐寸 107万 2080打
鋳物 12万 730個

庖刀・刃物類 22万 5800個
土桶・摺鉢 21万 575個
糠 5万 6000俵
製糸 16万 7000玉
猟銃 620挺

【出典】「読売新聞」1893年 12月 24日付。
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㈢
発
起
人
と
経
営
者

①
創
業
総
会
と
発
起
人

一
八
九
五
（
明
治
二
八
）
年
一
〇
月
四
日
、
創
業
総
会
を
大
阪
市
で
開
催
し
た
。
本
免
許
状
を
稟
請
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
翌
九
六

年
四
月
三
〇
日
、
本
免
許
状
が
下
付
さ
れ
た

（
二
十
一
）。
そ
の
時
の
「
免
許
状
案
」
を
見
る
と
、「
此
免
許
下
付
ノ
日
ヨ
リ
起
算
シ
満
三
個
年
以

内
ニ
敷
設
工
事
ヲ
竣
工
ス
ヘ
シ
」
と
「
工
期
」
が
記
さ
れ
て
い
た

（
二
十
二
）。
同
社
の
発
起
人
は
次
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
。

桜
井
徳
太
郎
、
柏
田
久
太
郎　

小
川
羊
太
郎
、
水
掫
岩
太
郎
、
岡
本
德
永
、
松
村
嘉
平
、
西
村
元
十
郎
、
岡
橋
治
右
衛
門
、
森
田
庄

兵
衛
、
華
岡
治
兵
衛
、
木
下
好
三
郎
、
小
沢
亀
右
衛
門
、
三
岡
賢
之
進
、
稲
本
太
一
郎
、
平
井
万
次
郎
、
西
風
清
五
郎
、
山
科
寅
造
、

藤
田
仙
助
、
中
川
三
七
、
正
永
良
熈
、
下
倉
仲
、
石
津
彰
、
岡
田
永
治
、
奥
野
四
郎
平
、
安
川
甚
一
の
二
五
名
で
、
①
奈
良
・
和
歌

山
・
大
阪
の
商
人
お
よ
び
実
業
家
、
②
県
政
に
関
わ
っ
た
有
力
者
、
③
地
元
の
名
士
で
あ
っ
た
。
こ
の
な
か
で
桜
井
、
柏
田
、
岡
本
、

岡
橋
、
森
田
、
華
岡
が
創
立
委
員
と
し
て
、
初
期
の
業
務
に
奔
走
し
た

（
二
十
三
）。

②
桜
井
徳
太
郎
社
長
と
経
営
陣

次
に
経
営
者
に
つ
い
て
見
て
い
こ
う
。
表
２
が
紀
和
鉄
道
の
創
業
期
か
ら
解
散
期
ま
で
の
役
員
で
あ
る
。
紀
和
鉄
道
が
発
足
し
た
一

八
九
五
年
一
〇
月
、
取
締
役
に
桜
井
徳
太
郎
、
岡
橋
治
右
衛
門
、
森
田
庄
兵
衛
、
西
風
清
五
郎
、
大
塚
磨
、
今
西
林
三
郎
、
甲
斐
宗

治
、
濱
崎
永
三
郎
が
選
ば
れ
た
。
監
査
役
に
中
川
三
七
、
和
田
半
兵
衛
、
菅
野
元
吉
が
就
い
た
。
取
締
役
か
ら
桜
井
が
社
長
に
就
任
し

た
。
翌
年
六
月
に
桜
井
、
今
西
、
甲
斐
、
菅
野
、
和
田
が
辞
職
す
る
。
七
月
に
全
重
役
を
改
め
る
こ
と
と
な
り
、
岡
橋
治
右
衛
門
、
甲

斐
宗
治
、
岡
橋
治
助
、
菅
野
元
吉
、
桜
井
徳
太
郎
、
森
田
庄
兵
衛
、
中
川
三
七
、
西
風
清
五
郎
が
取
締
役
に
児
玉
、
柏
田
、
山
名
六
太

夫
が
監
査
役
に
推
さ
れ
た
。
名
前
の
挙
が
っ
た
岡
橋
治
右
衛
門
、
菅
野
、
甲
斐
は
直
ぐ
に
こ
れ
を
断
っ
た
。
そ
の
他
の
者
は
就
任
し

た
。
一
八
九
七
年
四
月
に
「
補
欠
」
と
し
て
土
居
通
夫
、
鷲
尾
久
太
郎
、
濱
田
徳
三
郎
が
取
締
役
に
追
加
さ
れ
た

（
二
十
四
）。
発
足
し
て
間
も
な
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い
同
社
で
は
推
挙
さ
れ
た
者
が
役
職
を
拒
ん
で
い
る
様
子
が
窺
え
、
就
任
し
た
人
物
に
つ
い
て
も
、
し
ぶ
し
ぶ
引
き
受
け
る
と
い
う
状

況
に
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
表
２
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
奈
良
、
和
歌
山
に
在
住
の
者
や
紀
和
鉄
道
沿
線
の
人
物
だ
け
で
な

く
、
大
阪
の
実
業
家
、
し
か
も
鉄
道
企
業
関
係
者
を
取
り
込
も
う
と
す
る
様
子
も
窺
え
る
。

③
土
居
通
夫
社
長
の
就
任

桜
井
は
結
局
一
八
九
七
年
七
月
に
社
長
を
辞
職
し
た
。
翌
月
、
土
居
通
夫
が
二
代
目
社
長
に
就
任
し
て
い
る
。
桜
井
は
専
務
取
締
役

に
就
任
し
、
業
務
に
あ
た
っ
た
。
土
居
は
一
八
三
七
（
天
保
八
）
年
四
月
に
伊
予
宇
和
島
の
藩
士
・
大
塚
南
平
の
子
と
し
て
生
ま
れ
、

幕
末
に
脱
藩
し
て
大
阪
に
出
た
。
一
八
七
二
（
明
治
五
）
年
に
名
を
土
居
通
夫
に
改
め
、
大
阪
上
等
裁
判
所
で
勤
め
、
後
に
官
を
辞
し

て
実
業
界
に
入
り
、
活
躍
す
る
。
一
八
八
七
年
に
は
大
阪
電
燈
設
立
に
参
加
し
、
翌
年
か
ら
社
長
に
就
任
し
た
。
そ
の
他
、
日
本
生
命

取
締
役
、
京
阪
電
鉄
社
長
、
阪
鶴
鉄
道
取
締
役
な
ど
に
就
き
、
企
業
の
経
営
に
関
わ
っ
た
。
ま
た
、
五
代
友
厚
と
の
親
交
も
深
く
、
五

代
が
創
設
に
尽
力
し
た
大
阪
商
業
会
議
所
の
会
員
と
な
り
、
一
八
九
五
年
四
月
に
は
会
頭
に
ま
で
な
っ
た

（
二
十
五
）。
こ
う
し
た
関
西
財
界
の
有

力
者
を
紀
和
鉄
道
の
社
長
に
据
え
た
。
同
社
で
は
何
度
と
な
く
経
営
改
革
が
行
わ
れ
た
が
、
一
八
九
七
年
に
一
回
目
の
改
革
が
断
行
さ

れ
、
三
〇
〜
四
〇
名
の
職
員
を
「
罷
免
」
し
た

（
二
十
六
）。

④
望
月
右
内
社
長
の
経
営

一
八
九
八
年
二
月
に
土
居
が
社
長
を
辞
職
し
、
望
月
右
内
が
三
代
目
社
長
と
な
っ
た
。
そ
の
時
の
人
事
は
、
土
居
が
「
顧
問
」
と
し

て
同
社
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
よ
う
に
な
り
、
森
田
が
専
務
取
締
役
に
な
っ
た
。
望
月
は
和
歌
山
県
議
会
で
活
躍
し
、
そ
の
後
、
国
政
に
も

進
出
し
た
。
関
係
企
業
に
は
東
京
電
燈
が
あ
り
、
同
社
の
取
締
役
に
就
い
て
い
る

（
二
十
七
）。
望
月
社
長
就
任
中
、
岡
橋
治
右
衛
門
が
取
締
役
を

辞
し
て
、
柏
田
久
太
郎
が
そ
の
後
任
と
な
っ
た

（
二
十
八
）。
同
社
は
こ
の
間
、
最
初
の
営
業
路
線
で
あ
る
五
條
―
橋
本
間
、
和
歌
山

－

船
戸
間
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表
２
　
紀
和
鉄
道
役
員
の
職
業
・
主
要
関
係
企
業
・
公
職

氏
名

居
住
地

紀
和
鉄
道
で
の
役
職

職
業
・
役
職
・
公
職

桜
井
徳
太
郎

奈
良

社
長

南
和
鉄
道（
取
）、
衆
議
院
議
員

岡
橋
治
右
衛
門

奈
良

取
締
役

吉
野
銀
行（
取
）

森
田
庄
兵
衛

和
歌
山

取
締
役

伊
都
銀
行（
頭
）、
南
海
絹
糸（
社
）、
第
四
十
三
国
立
銀
行（
監
）、
大
和
鉄
道

（
取
）

西
風
清
五
郎

和
歌
山

取
締
役

呉
服
太
物
商
、
紀
伊
銀
行（
取
）

大
塚
磨

大
阪

取
締
役

山
陽
鉄
道（
取
）・
讃
岐
鉄
道（
取
）、
南
和
鉄
道（
社
）、
大
阪
鉄
道（
取
）、
播
但

鉄
道（
監
）・（
取
）

今
西
林
三
郎

大
阪

取
締
役

石
炭
、
洋
鉄
、
諸
器
械
卸
・
小
売
商
、
大
阪
毛
糸（
専
取
）、
宇
和
島
銀
行

（
取
）、
播
但
鉄
道（
取
）、
大
阪
馬
車
鉄
道（
取
）、
唐
津
興
業
鉄
道（
取
）、
阪
神

電
気
鉄
道（
取
）、
宇
和
島
鉄
道（
取
）、
明
治
炭
坑（
取
）、
関
西
コ
ー
ク
ス

（
取
）、
大
阪
瓦
斯（
取
）、
西
成
鉄
道（
取
）、
大
阪
興
業
銀
行（
取
）、
大
阪
三
商

銀
行（
監
）、
徳
島
鉄
道（
監
）、
朝
日
商
社（
監
）、
大
阪
三
品
取
引
所
理
事
長
、

大
阪
糸
綿
木
綿
取
引
所
理
事
、
大
阪
商
業
会
議
所
常
議
委
員
運
輸
部
長

甲
斐
宗
治

大
阪

取
締
役

讃
岐
鉄
道（
社
）、
日
本
倉
庫（
社
）、
帝
国
物
産（
副
社
）、
明
治
炭
坑（
監
）

浜
崎
永
三
郎

大
阪

取
締
役

株
式
取
引
所
仲
買
人
、
大
阪
三
商
銀
行（
取
）、
大
阪
堂
島
米
穀
取
引
所（
監
）、

日
本
織
糸（
監
）、
関
西
コ
ー
ク
ス（
監
）、
西
成
鉄
道（
監
）、
大
阪
商
業
会
議
所

会
員

中
川
三
七

和
歌
山

監
査
役

第
四
十
三
国
立
銀
行（
頭
）

和
田
半
兵
衛

大
阪

監
査
役

関
西
煉
瓦（
社
）、
日
本
倉
庫（
取
）、
帝
国
物
産（
取
）

菅
野
元
吉

和
歌
山

監
査
役

第
四
十
三
国
立
銀
行（
取
）、
河
陽
鉄
道（
取
）、
大
阪
鉄
道
支
配
人

岡
橋
治
助

大
阪

取
締
役
・
監
査
役

太
物
商
、
第
三
十
四
国
立
銀
行（
頭
）、
日
本
共
同
銀
行（
頭
）、
帝
国
物
産

（
社
）、
天
満
紡
績（
社
）日
本
中
立
銀
行（
取
）、
日
本
倉
庫（
取
）、
大
阪
鉄
道

（
監
）、
日
本
海
陸
保
険（
監
）、
日
本
紡
績（
監
）、
日
本
生
命
保
険（
監
）、
日
本

火
災
保
険（
監
）、
日
本
綿
花（
監
）、
河
陽
鉄
道（
監
）、
天
満
織
物（
監
）、
共
同

曳
船（
監
）

児
玉
仲
児

和
歌
山

監
査
役

県
議
会
議
員
・
衆
議
院
議
員
、
大
和
鉄
道（
監
）
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柏
田
久
太
郎

奈
良

監
査
役

清
酒
・
醤
油
醸
造
業
、
種
油
製
造
兼
石
油
販
売
、
大
和
物
産（
社
）、
大
和
鉄
道

（
社
）、
大
和
銀
行（
監
）

山
名
六
太
夫

和
歌
山

監
査
役

貴
族
院
議
員

土
居
通
夫

大
阪

社
長

日
本
共
同
銀
行（
頭
）、
大
阪
実
業
銀
行（
頭
）、
大
阪
電
燈（
社
）、
大
阪
衡
器

（
社
）、
明
治
紡
績（
専
取
）、
日
本
生
命
保
険（
取
）、
阪
鶴
鉄
道（
取
）、
日
本
海

陸
保
険（
取
）、
大
阪
商
工
会
議
所
会
頭
、
大
阪
堂
島
米
穀
取
引
所
理
事
長
、
大

阪
銀
取
引
所
理
事
長

鷲
尾
久
太
郎

兵
庫

取
締
役

酒
造
家

望
月
右
内

和
歌
山

社
長

衆
議
院
議
員
、
大
和
鉄
道（
取
）

浜
田
篤
三
郎

兵
庫

取
締
役
・
社
長

貿
易
商
、
大
和
鉄
道（
監
）

片
岡
直
温

大
阪

社
長
・
取
締
役

日
本
生
命
保
険（
社
）、
日
本
海
陸
保
険（
社
）、
日
本
共
同
銀
行（
頭
）、
日
本
中

立
銀
行（
監
）、
帝
国
物
産（
監
）、
大
阪
商
業
会
議
所
会
員

七
里
定
嘉

大
阪

取
締
役
・
社
長

収
税
長

中
川
審
六
郎

和
歌
山

取
締
役

参
事
、
収
税
長

弘
世
助
三
郎

大
阪

取
締
役

日
本
生
命
保
険

(取
）、
日
本
中
立
銀
行（
取
）、
日
本
海
陸
保
険（
取
）、
大
阪
鉄

道（
取
）、
帝
国
商
船（
取
）、
共
同
曳
船（
監
）

越
野
嘉
助

大
阪

取
締
役

日
本
生
命
保
険（
取
）、
日
本
教
育
保
険（
監
）

芦
田
安
三
郎

大
阪

監
査
役

奈
良
鉄
道（
取
）、
大
阪
貯
蓄
銀
行（
取
）、
日
本
生
命
保
険（
監
）、
積
善
同
盟
銀

行（
監
）、
商
業
興
信
所
会
計
監
督

（
注
１
）関
係
企
業
の
役
職
、
公
職
は
紀
和
鉄
道
の
役
員
就
任
期
間
と
重
な
ら
な
い
も
の
も
挙
げ
て
い
る
。

（
注

2）表
中
の（
　
）は
そ
れ
ぞ
れ
次
の
役
職
を
意
味
す
る
。

（
社
）…
社
長
、（
副
）…
副
社
長
、（
専
取
）…
専
務
取
締
役
、（
取
）…
取
締
役
、（
監
）…
監
査
役
、（
相
）…
相
談
役

【
出
典
】
久
嶋
惇
徳
『
紀
和
鉄
道
沿
革
史
』（

1906
年
）pp.7

－
10、

p.24、 鉄
道
大
臣
官
房
文
書
課
『
日
本
鉄
道
史
　
中
編
』（

1911
年
）pp.587-588、

由
井
常
彦
・
浅
野
俊

光
『
日
本
全
国
諸
会
社
役
員
録

 2』
(柏
書
房
、

1988
年

)p.72、p.95、
渋
谷
隆
一
『
都
道
府
県
別
　
資
産
家
地
主
総
覧
　
大
阪
編

1』（
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、

1991
年
）p.26、

p.43、
p.71、

p,250、『
同
　
大
阪
編

2』
pp.190-214、『

同
　
滋
賀
編
・
和
歌
山
編
』

pp
220-238、『

同
　
奈
良
編
』

p.203、
p.206、

日
本
生
命
相
互
会
社
企
画
広
報
部

社
史
編
纂
室
『
日
本
生
命
百
年
史

 上
巻
』（

1992
年
）p.314、『

同
　
資
料
編
』

p.216、
日
本
国
政
調
査
会
『
衆
議
院
名
鑑
』（
国
政
出
版
室
、1977

年
）p.125、p.273、

同
『
参

議
院
名
鑑
』（

1978
年
）p.152、「

東
京
朝
日
新
聞
」

1890
年

5
月

9
日
付
、「
同
紙
」

1893
年

6
月

22
日
付
、「
同
紙
」、

1896
年

11
月

3
日
付
、「
同
紙
」

1899
年

11
月

11
日
付
な
ど
か
ら
作
成
。
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の
開
業
を
果
た
し
て
い
る
。
九
八
年
五
月
一
五
日
、
望
月
右
内
は
土
居
に
続
く
二
回
目
の
リ
ス
ト
ラ
を
決
行
し
た
。
解
雇
者
は
、
二
〇

〇
名
の
職
員
の
う
ち
一
三
〇
〜
一
四
〇
名
に
上
る
と
い
わ
れ
た
。「
当
分
は
此
の
寡
少
の
人
員
に
て
社
務
及
び
運
転
事
務
を
処
理
し
、

漸
次
適
当
の
人
物
を
雇
聘
し
以
つ
て
社
務
の
刷
新
を
図
る
積
り
」
と
述
べ
た

（
二
十
九
）。

⑤
浜
田
篤
三
郎
社
長
の
誕
生

一
八
九
八
年
八
月
、
望
月
が
社
長
を
、
森
田
が
専
務
取
締
役
を
辞
し
、
浜
田
篤
三
郎
が
専
務
取
締
役
社
長
と
な
っ
た
。
浜
田
は
和
歌

山
出
身
で
あ
っ
た
。
一
八
四
八
（
嘉
永
元
）
年
に
生
ま
れ
、
一
一
才
で
大
阪
に
奉
公
に
出
た
。
奉
公
先
は
「
貸
付
所
」
す
な
わ
ち
「
両

替
商
」
で
、
懸
命
に
働
き
、
ま
た
稼
ぎ
を
着
実
に
貯
め
て
い
っ
た
。
一
旦
、
和
歌
山
に
帰
り
、
材
木
を
扱
う
商
人
と
し
て
独
立
し
た
。

短
い
期
間
で
富
を
築
い
た
と
い
う
。
そ
の
後
、
横
浜
に
出
て
洋
品
を
仕
入
れ
、
和
歌
山
で
売
り
さ
ば
き
大
き
な
利
益
を
得
た
と
い
う
。

さ
ら
に
、
神
戸
で
同
郷
の
池
田
清
助
と
「
丸
越
組
」
を
組
織
し
貿
易
事
業
を
始
め
、
事
業
の
拡
大
を
目
指
し
た
が
、
失
敗
に
終
わ
る
（
三
十
）。

そ
う
し
た
経
歴
の
浜
田
は
紀
和
鉄
道
社
長
と
な
っ
た
が
、
任
期
中
の
一
八
九
九
年
に
「
重
役
総
辞
職
」
と
い
う
事
態
が
起
こ
っ
た

（
三
十
一
）。

⑥
片
岡
直
温
社
長
時
代

こ
れ
ま
で
の
社
長
、
桜
井
、
土
居
、
望
月
、
浜
田
は
半
年
程
度
で
辞
任
し
て
お
り
、
短
命
で
終
わ
っ
て
い
る
。
一
八
九
九
年
三
月
に

臨
時
株
主
総
会
が
開
か
れ
、
そ
の
場
で
片
岡
直
温
が
社
長
に
「
指
名
」
さ
れ
て
就
任
し
た
。
金
融
恐
慌
時
の
失
言
で
知
ら
れ
る
片
岡
で

あ
る
が
、
高
知
県
出
身
で
、
高
知
陶
冶
学
校
卒
業
後
、
郡
役
所
で
勤
務
し
て
い
た
。
上
京
し
て
伊
藤
博
文
と
知
り
合
う
。
一
旦
、
帰
郷

し
て
政
治
活
動
に
励
み
、
そ
の
後
、
滋
賀
県
警
察
部
長
に
な
っ
て
い
る
。
日
本
生
命
保
険
の
開
業
初
期
に
は
副
社
長
に
就
任
し
、「
馬

車
馬
主
義
」
を
掲
げ
、
経
営
の
基
盤
を
築
い
た
。
同
社
以
外
に
も
様
々
な
企
業
に
関
係
し
て
い
る
。
政
治
の
世
界
で
も
活
躍
す
る
が
、

当
時
は
実
業
の
世
界
で
活
躍
し
て
い
た
と
い
え
る

（
三
十
二
）。
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そ
の
片
岡
が
紀
和
鉄
道
の
社
長
に
就
く
と
、
七
里
定
嘉
、
中
川
審
六
郎
、
弘
世
助
三
郎
、
越
野
嘉
助
が
取
締
役
に
、
岡
橋
治
助
、

芦
田
安
三
郎
、
児
玉
仲
児
が
監
査
役
に
「
指
名
」
さ
れ
た

（
三
十
三
）。
同
社
は
営
業
路
線
が
短
く
、
収
益
が
少
な
く
な
る
傾
向
に
あ
り
、
そ
の

こ
と
が
、
悩
み
の
種
で
あ
っ
た
。
片
岡
体
制
に
な
り
、
議
論
の
末
、
社
内
改
革
を
実
施
す
る
こ
と
に
ま
と
ま
っ
た

（
三
十
四
）。
実
際
に
就
任
後
、

様
々
な
経
費
節
減
策
を
展
開
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
石
炭
に
つ
い
て
は
劣
悪
品
を
用
い
、
し
か
も
使
用
量
を
減
ら
す
よ
う
に
努
め
、

油
も
浪
費
を
し
な
い
よ
う
現
場
に
厳
し
く
戒
め
た
。
距
離
に
応
じ
た
石
炭
、
油
の
消
費
量
を
算
出
し
、
標
準
の
使
用
料
を
決
め
て
、

内
規
を
定
め
て
火
夫
や
雑
役
に
遵
守
す
る
よ
う
に
求
め
た
。
一
方
、
改
革
前
の
消
費
量
に
比
較
し
て
節
約
で
き
た
金
額
の
七
割
を
当

事
者
に
与
え
る
と
い
う
制
度
も
取
り
入
れ
、
社
員
が
進
ん
で
節
約
に
取
り
組
め
る
仕
組
み
を
作
っ
た

（
三
十
五
）。

片
岡
社
長
就
任
以
降
、
表
２
に
示
す
よ
う
に
、
日
本
生
命
の
役
員
・
関
係
者
が
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
う
な
っ
た
理
由

に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。
そ
の
後
の
異
動
に
つ
い
て
は
、
一
九
〇
一
年
三
月
、
七
里
が
専
務
取
締
役
を
辞
職
し
、
一
一
月
に
岡
橋
治

助
が
監
査
役
を
辞
め
て
い
る
。
一
九
〇
四
年
二
月
、
片
岡
が
取
締
役
社
長
を
辞
職
し
、
七
里
が
後
任
の
社
長
に
就
い
た
。
同
年
三
月
に

表
3　
営
業
成
績

年
度

営
業
収
入

営
業
費

差
引
残
金

客
車
収
入
貨
物
収
入
雑
収
入

合
計

保
存
費

汽
車
費

運
輸
費

総
経
費

諸
税

合
計

1898
年

35,862 
2,620 

1,641 
40,123 

6,943 
15,693 

9,635 
41,514 

－
73,785 

‒33,662
1899

年
48,943 

4,867 
1,130 

54,940 
7,101 

12,371 
8,850 

4,456 
－

32,778 
22,162 

1900
年

81,143 
12,286 

2,772 
96,201 

15,825 
21,473 

13,416 
6,573 

－
57,287 

38,914 
1901

年
137,615 

22,689 
7,011 

167,315 
28,668 

32,870 
20,374 

10,178 
2,159 

94,249 
73,066 

1902
年

139,082 
26,175 

9,117 
174,374 

25,132 
34,941 

21,414 
8,107 

5,968 
95,562 

78,812 
1903

年
140,241 

28,018 
3,476 

171,735 
25,600 

35,783 
25,643 

11,413 
4,344 

102,783 
68,952 

1904
年

44,200 
10,109 

18,173 
72,482 

11,655 
17,226 

9,789 
11,838 

2,378 
52,886 

19,596 
（
注
）

1898
年
の
デ
ー
タ
は

4
月
開
業
以
降
、

1904
年
の
デ
ー
タ
は

8
月

26
日
ま
で
。

【
出
典
】
逓
信
省
鉄
道
局
『
鉄
道
局
年
報
　
明
治
３
７
年
』（
野
田
正
穂
・
原
田
勝
正
・
青
木
栄
一
『
明
治
期
鉄
道
史
資
料
　
第
１
集
⑼
』
日
本
経
済
評
論
社
、

1980
年
、

p.77）
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片
岡
が
取
締
役
に
選
ば
れ
、
四
月
に
七
里
が
社
長
を
辞
め
、
再
度
、
片
岡
が
社
長
に
就
い
た

（
三
十
六
）。

日
本
生
命
の
メ
ン
バ
ー
が
紀
和
鉄
道
の
経
営
陣
に
就
い
て
か
ら
は
、
役
員
の
入
れ
替
わ
り
が
多

少
あ
っ
た
も
の
の
創
業
時
に
比
べ
て
安
定
し
た
と
い
え
る
。

㈣
経
営
状
態

 

営
業
収
入
は
表
３
の
よ
う
に
推
移
し
て
い
る

（
三
十
七
）。
一
八
九
八
年
度
は
四
月
開
業
で
そ
れ
以
前
の

収
入
は
な
く
、
一
九
〇
四
年
度
は
通
年
の
成
績
で
は
な
く
八
月
二
六
日
ま
で
の
部
分
的
収
入
で

あ
る
。
時
間
の
経
過
と
供
に
旅
客
収
入
、
貨
物
収
入
と
も
に
順
調
に
伸
ば
し
て
い
る
と
い
え
よ

う
。
特
に
一
九
〇
〇
年
の
旅
客
収
入
は
前
年
の
一
・
六
六
倍
と
な
り
、
〇
一
年
も
一
・
七
倍
と

な
り
、
伸
び
は
大
き
か
っ
た
。
全
通
を
遂
げ
て
か
ら
は
前
年
よ
り
も
実
数
は
増
え
て
い
る
が
、

「
伸
び
率
」、「
勢
い
」
は
「
小
幅
」
で
終
わ
っ
て
い
る
。

営
業
費
を
見
る
と
、
初
年
度
に
つ
い
て
は
「
総
経
費
」
が
大
き
く
掛
か
っ
た
こ
と
が
目
立
っ

て
い
る
。
汽
車
費
も
表
４
に
記
す
と
お
り
車
輌
数
の
増
加
に
伴
い
、
金
額
が
増
加
し
て
い
る
。

ト
ー
タ
ル
で
は
、
初
年
度
以
外
は
順
調
に
「
黒
字
」
を
達
成
し
て
い
る
。
し
か
し
、
配
当
は
「
無
配
当
」
と
い
う
時
も
あ
り
、
株
主
か

ら
は
「
優
良
企
業
」
と
み
ら
れ
る
状
態
に
は
な
か
っ
た

（
三
十
八
）。

次
に
資
金
調
達
に
つ
い
て
見
て
い
こ
う
。
公
称
資
本
金
は
当
初
一
四
〇
万
円
で
あ
っ
た
が
、
一
八
九
九
（
明
治
三
二
）
年
に
一
旦
、

一
一
七
万
八
一
五
〇
円
に
減
資
し
て
い
る
。
翌
年
に
一
八
五
万
円
に
増
資
し
、
そ
の
後
、
金
額
は
変
化
し
て
い
な
い
。
そ
れ
に
対
し

て
、
払
い
込
み
状
況
は
一
八
九
八
年
度
は
一
〇
五
万
円
、
九
九
年
度
は
一
七
八
万
一
四
五
〇
円
、
一
九
〇
〇
年
度
は
一
三
三
万
四
一
四

五
円
、
一
九
〇
一
年
度
は
一
七
八
万
八
五
五
三
円
、
一
九
〇
二
年
度
は
一
八
五
万
円
と
な
り
、
完
了
し
た

（
三
十
九
）。
途
中
、
払
い
込
み
が
滞
る

表４　車輌の推移
年度 機関車 客車 貨車

1898年 3 10 30

1899年 4 20 29

1900年 4 20 49

1901年 7 27 53

1902年 7 27 53

1903年 8 37 52

【出典】逓信省鉄道局『鉄道局年報　明治 37年』（野田正穂・原
田勝正 ･青木栄一『明治期鉄道史資料　第 1集⑼』日本経済評
論社、1980年、p.30）。
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こ
と
も
あ
っ
た
。
第
一
回
の
払
い
込
み
は
順
調
で

あ
っ
た
が
、
そ
の
後
の
第
二
回
か
ら
第
五
回
ま
で
の

払
い
込
み
の
要
求
に
お
い
て
は
「
未
払
込
」
が
生
じ

た
。
未
払
い
者
所
有
の
株
式
が
「
公
売
」
に
処
さ
れ

そ
う
に
な
る
こ
と
も
あ
っ
た
（
四
十
）。
同
社
は
こ
の
対
策
と

し
て
「
自
己
資
本
」
か
ら
「
他
人
資
本
」
で
の
資
金

調
達
に
切
り
替
え
る
。
借
入
金
で
事
業
を
継
続
す
る

の
で
あ
る
。
日
本
生
命
、
徳
川
茂
承
か
ら
借
り
入
れ

る
こ
と
と
な
っ
た

（
四
十
一
）。
借
入
金
の
総
額
の
推
移
は
、
一

八
九
八
年
度
に
二
〇
万
四
六
〇
八
円
、
九
九
年
度
に

二
九
万
五
七
五
八
円
、
一
九
〇
〇
年
度
五
三
万
七
九

八
二
円
と
年
々
増
加
し
て
い
た
。
し
か
し
、
一
九
〇

一
年
度
に
は
三
一
万
五
〇
〇
〇
円
に
ま
で
減
額
し
て

お
り
、
こ
の
残
額
は
一
九
〇
二
年
に
三
二
万
円
の
社

債
を
発
行
し
て
借
り
換
え
て
い
る

（
四
十
二
）。

株
主
に
つ
い
て
は
、『
紀
和
鉄
道
沿
革
史
』
の
巻

末
に
お
い
て
「
解
散
」
時
の
株
主
・
株
式
所
有
数
が

掲
載
さ
れ
て
い
る
。
五
百
株
以
上
の
大
株
主
を
ま
と

め
る
と
表
５
の
よ
う
に
な
る
。
東
京
・
大
阪
・
和
歌

表 5　解散時の大株主（500株以上所有）
氏名 居住地 普通株 優先株 合計

三浦安 東京 1,653 551 2,204 
徳川茂承 東京 1,000 334 1,334 
石田庄七 和歌山 1,270 1,270 
西村季知 大阪 1,100 1,100 
中川審六郎 東京 650 293 943 
長谷六兵衛 和歌山 635 164 799 
金原米楠 東京 620 138 758 
山際盛助 東京 480 160 640 
堀江貞一 大阪 565 565 
大河内晟 和歌山 547 547 
上野勘助 和歌山 517 20 537 
橋本重幸 大阪 500 500 
日本生命保険㈱
取締役片岡直温 大阪 500 500 

加地匡郷 東京 500 500 
高橋渡 東京 500 500 
鵜沢雅房 東京 500 500 
後藤畦三 大阪 500 500 

合　計 ― 6,667 7,030 13,697 
【出典】久嶋惇德『紀和鉄道沿革史』（野田正穂・原田勝正・青木栄一・宇田正編『明治期鉄道史資料
〈第 2集〉地方鉄道史　第 3巻　社史⑶－Ⅰ』日本経済評論社、1980年、p.177）．
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山
に
居
住
す
る
者
だ
け
に
な
っ
て
い
る
。
居
住
地
は
「
東
京
」
と
な
っ
て
い
て
も
、
和
歌
山
の
出
身
者
や
和
歌
山
で
活
動
し
て
い
た
者

が
多
い
。
ま
た
紀
州
徳
川
家
に
関
係
の
深
い
メ
ン
バ
ー
も
い
る
。

紀
州
藩
士
の
三
浦
安
が
筆
頭
株
主
と
な
り
、
最
後
の
紀
州
藩
主
・
徳
川
茂
承
が
ナ
ン
バ
ー
・
ツ
ー
の
大
株
主
に
な
て
い
る
。
他
に

も
、
表
中
の
東
京
に
住
む
加
地
匡
郷
は
三
浦
安
と
維
新
の
頃
国
事
に
奔
走
し
、
一
八
六
九
（
明
治
二
）
年
、
和
歌
山
藩
権
大
参
事
に
就

き
、
そ
の
後
、
徳
川
茂
承
家
令
に
挙
げ
ら
れ
、
仕
え
た
者
で
あ
る

（
四
十
三
）。
経
営
者
の
一
人
で
あ
る
中
川
審
六
郎
も
そ
う
で
あ
り
、
和
歌
山
県

参
事
、
収
税
長
を
務
め
た

（
四
十
四
）。「
郷
土
愛
」
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
た
と
こ
ろ
も
大
き
い
と
い
え
る
。

㈤
建
設
工
事
・
開
業
の
様
子

①
五
條

－

橋
本
間
の
建
設
と
開
業

紀
和
鉄
道
の
線
路
建
設
工
事
に
つ
い
て
は
、
先
の
桜
井
の
演
説
で
も
あ
る
よ
う
に
、
難
工
事
を
予
測
さ
せ
る
箇
所
は
紀
ノ
川
橋
梁
以

外
、
ほ
と
ん
ど
な
い
。
ま
た
「
地
勢
平
坦
に
し
て
田
園
相
連
り
、
鶏
鳴
狗
吠
相
聞
え
て
、
大
和
に
達
す
る
は
是
紀
ノ
川
鶏
谷
の
状
態
な

り
。
其
間
を
東
走
す
る
本
社
鉄
道
は
、
工
事
の
観
る
べ
き
も
の
一
の
紀
の
川
橋
梁
あ
る
の
み
に
深
水
峻
阪
の
工
事
を
阻
害
す
る
も
の
あ

る
に
非
ず
。
全
線
復
難
工
事
と
称
す
べ
き
も
の
を
見
さ
る
な
り
。
其
れ
其
地
形
は
斯
の
如
く
易
々
た
り
」（
句
読
点
引
用
者
）
と
『
紀
和

鉄
道
沿
革
史
』
に
も
記
載
さ
れ
い
て
い
る
と
お
り
で
あ
り
、
線
路
敷
設
を
行
い
や
す
い
地
形
で
あ
っ
た

（
四
十
五
）。

建
設
は
和
歌
山
、
五
條
の
両
端
か
ら
進
め
ら
れ
た
。
開
業
に
つ
い
て
は
表
６
の
よ
う
に
な
る
。
第
一
工
区
は
五
條
―
橋
本
間
で
あ
っ

た
。
工
事
の
着
手
は
一
八
九
六
年
七
月
二
五
日
か
ら
で
あ
っ
た
。
同
区
間
の
起
工
は
翌
年
三
月
一
四
日
か
ら
で
あ
っ
た

（
四
十
六
）。
順
調
に
建
設

は
進
め
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

一
八
九
八
（
明
治
三
一
）
年
の
三
月
中
旬
、
同
社
は
レ
ー
ル
の
敷
設
を
開
始
し
た
と
い
わ
れ
、
一
七
日
に
は
真
土
隧
道
の
東
口
ま
で

敷
設
を
終
え
た
。
こ
の
時
、
汽
車
の
「
試
運
転
」
を
行
う
が
、
同
時
に
、
レ
ー
ル
、
枕
木
、
杭
木
を
運
搬
し
た
。
そ
の
運
行
状
況
は
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「
好
結
果
を
得
た
」
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た

（
四
十
七
）。

同
月
二
三
日
午
後
一
時
に
同
工
区
の
レ
ー
ル
の
敷

設
を
終
え
た
こ
と
が
報
じ
ら
れ
た
。
南
和
紀
和
両

鉄
道
の
重
役
、
居
合
わ
せ
た
大
株
主
・
吉
村
熊
次

郎
は
、
四
、
五
両
の
土
運
搬
車
を
連
結
し
た
列
車

に
乗
車
し
、
視
察
・
確
認
を
行
っ
た
。
二
見
分
岐

点
を
出
発
し
て
、
同
区
間
で
注
意
を
要
す
る
箇
所

の
真
土
隧
道
、
落
合
川
の
暗
渠
な
ど
を
視
察
し
、

一
時
半
に
無
事
、
橋
本
停
車
場
に
到
着
し
た
。
沿

線
、
停
車
場
で
は
、「
汽
車
の
来
り
し
始
め
て
の

事
」
と
「
物
見
遊
山
の
如
く
」
人
が
集
ま
り
、
大

変
な
賑
わ
い
で
あ
っ
た
。
重
役
は
橋
本
停
車
場
内

の
各
工
事
を
視
察
後
、
三
時
三
〇
分
に
同
所
か
ら

二
見
に
帰
っ
て
行
っ
た
。「
和
歌
山
県
に
於
け
る

汽
車
運
転
の
嚆
矢
」
と
い
わ
れ
れ
る
く
ら
い
の
意

味
の
あ
る
出
来
事
で
あ
っ
た

（
四
十
八
）。
四
月
九
日
に
は

「
工
事
竣
成
」
て
お
り
、
開
業
免
許
を
待
つ
だ
け

と
な
り
、
一
〇
日
に
下
付
さ
れ
た

（
四
十
九
）。
そ
の
翌
日
で

あ
る
一
八
九
八
年
四
月
一
一
日
に
五
條

－

橋
本
間

表 6　紀和鉄道の停車場と開業時期

駅名 開業時期 距離
（哩・鎖） 備考

二見 1902年 6月 3日 -
隅田 1898年 4月 11日 2.45 
橋本 1898年 4月 11日 2.37 

高野口（名倉） 1901年 3月 29日 2.34 1903年 1月 1日改称。
妙寺 1900年 11月 25日 2.37 
笠田 1900年 11月 25日 2.22 
名手 1901年 10月 11日 3.09 

粉河 1900年 8月 24日 1.55 1900年 11月 25日仮停車場から停
車場へ。

打田 1900年 8月 24日 2.30 

岩出（大宮） 1901年 10月 10日 2.56 1902年 3月 1日、仮停車場から停
車場へ。4月 1日、岩出駅と改称。

船戸 1898年 5月 4日 0.60 1899年 1月 1日仮停車場から停車
場へ。

布施屋 1898年 5月 4日 2.66 
田井ノ瀬（岩橋） 1898年 5月 4日 1.67 1899年 1月 15日改称。

和歌山 1898年 5月 4日 2.62 
（注 1）駅名の（　）内は旧名称。
（注 2）「距離」の欄に示す数字は上段の駅との距離。
【出典】久嶋惇德『紀和鉄道沿革史』（野田正穂・原田勝正・青木栄一・宇田正編『明治期鉄道史資料
〈第 2集〉地方鉄道史　第 3巻　社史⑶－Ⅰ』pp.163－ 164）、逓信省鉄道局『鉄道局年報　明治 36
年』（野田正穂・原田勝正・青木栄一『明治期鉄道史資料　第 1集⑻』日本経済評論社、1980年、
pp.171-172）。
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を
開
業
し
た
（
五
十
）。
五
條

－

橋
本
間
が
開
業
し
て
一
週
間
程
経
っ
た
頃
、
予
想
外
に
乗
客
が
多
く
、
一
日
平
均
一
マ
イ
ル
あ
た
り
三
五
円
の

収
入
が
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
鉄
道
開
通
に
よ
っ
て
隅
田
の
八
幡
神
社
、
七
一
九
（
養
老
三
）
年
に
藤
原
武
智
麻
呂
に
よ
っ
て
創
建
さ

れ
た
栄
山
寺
、
吉
野
山
な
ど
の
名
所
・
旧
跡
を
訪
ね
る
者
が
増
加
し
た
。
五
條
尋
常
中
学
校
に
通
う
の
に
も
鉄
道
を
利
用
す
る
生
徒
が

い
た

（
五
十
一
）。
南
和
鉄
道
と
の
連
絡
か
ら
営
業
を
委
託
し
て
い
た
が
、
一
八
九
九
年
四
月
一
日
よ
り
自
営
に
変
更
す
る
こ
と
と
な
り
、
客
車
を

新
調
し
た

（
五
十
二
）。
同
社
は
、
一
九
〇
一
年
一
〇
月
九
日
、
逓
信
大
臣
の
認
可
を
得
て
、
こ
れ
ま
で
五
條
停
車
場
を
起
点
と
し
て
き
た
が
、
二

見
に
変
更
し
た

（
五
十
三
）。

②
和
歌
山

－

船
戸
間
の
建
設
と
開
業

次
に
、
第
二
工
区
で
あ
る
和
歌
山

－

船
戸
間
の
建
設
の
進
捗
に
つ
い
て
見
て
い
こ
う
。
同
区
間
の
起
工
は
一
八
九
七
年
六
月
六
日
か

ら
で
あ
る

（
五
十
四
）。
こ
ち
ら
も
工
事
自
体
は
順
調
に
進
ん
だ
よ
う
で
あ
る
。
第
一
工
区
の
五
條
―
橋
本
間
が
開
通
し
た
数
日
後
、
第
二
工
区

の
状
況
は
「
汽
車
開
通
は
次
第
に
遷
延
せ
し
が
多
分
来
月
五
月
一
日
頃
よ
り
開
業
せ
ん
筈
」
と
報
じ
て
い
た
。
ま
た
、
こ
の
区
間
で
使

用
す
る
予
定
の
客
車
の
到
着
を
「
只
管
待
ち
居
た
る
」
状
態
に
あ
っ
た
が
、
そ
れ
も
順
次
、
揃
う
よ
う
に
な
っ
た

（
五
十
五
）。
そ
れ
で
も
工
事
は

途
中
で
あ
っ
た
が
、
最
後
の
追
い
上
げ
と
も
言
う
べ
き
状
態
に
な
り
、「
昼
夜
間
断
な
く
土
運
車
を
往
復
せ
し
」
と
竣
工
を
急
い
だ
。

工
事
の
進
捗
に
伴
い
、
開
業
後
の
社
業
を
担
う
「
駅
夫
見
習
生
」
を
一
五
名
採
用
し
た

（
五
十
六
）。
そ
の
後
、
同
区
間
の
工
事
は
「
大
に
捗
取

り
」、
開
業
が
早
ま
る
見
込
み
と
な
っ
た

（
五
十
七
）。
開
業
式
を
挙
行
す
る
際
、
余
興
と
し
て
中
ノ
島
で
「
村
芝
居
」
が
企
画
さ
れ
、「
餅
捲
き
」

の
準
備
が
進
め
ら
れ
た

（
五
十
八
）。
五
月
三
日
に
開
業
式
を
挙
行
し
た
。
小
雨
が
降
っ
て
お
り
、
人
の
出
が
心
配
さ
れ
も
し
た
が
、
和
歌
山
に
は

じ
め
て
鉄
道
が
開
業
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
市
中
、
近
郷
か
ら
「
数
万
」
の
人
々
が
そ
の
様
子
を
見
に
来
る
と
い
う
賑
わ
い
で
あ
っ

た
。
花
火
が
続
々
と
打
ち
上
げ
ら
れ
、
数
万
の
見
物
者
が
拍
手
喝
采
で
出
発
を
見
届
け
た
。
汽
車
は
汽
笛
を
鳴
ら
し
和
歌
山
駅
（
現
在

の
紀
和
駅
）
を
発
車
し
、
岩
橋
・
船
戸
に
向
か
っ
た
。
雨
も
や
み
、
午
後
二
時
に
、
餅
捲
き
が
行
わ
れ
、
芸
子
が
歩
き
始
め
た
。
周
辺
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の
道
、
停
車
場
構
内
は
「
立
錐
の
余
地
も
な
き
程
」
人
が
集
ま
っ
た
。
ま
た
、
列
車
の
出
発
時
刻
が
遅
れ
、
賓
客
の
多
さ
、
芸
子
の
練

り
出
し
の
た
め
に
臨
時
列
車
を
発
車
す
る
な
ど
「
活
況
を
極
め
た

（
五
十
九
）」。
同
社
は
五
月
四
日
か
ら
三
日
間
運
賃
半
減
の
サ
ー
ビ
ス
を
行

な
っ
た
（
六
十
）。

和
歌
山
駅
の
周
辺
の
観
光
名
所
は
非
常
に
多
い
。
弁
財
天
山
、
刺
田
彦
神
社
、
和
歌
山
西
国
三
十
三
箇
所
一
三
番
目
の
松
生
院
、
感

応
寺
、
同
じ
敷
地
内
に
隣
接
す
る
日
前
神
社
・
国
懸
神
社
、
竈
山
神
社
、
紀
三
井
寺
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
和
歌
の
浦
お
よ
び
そ
の
付
近

に
は
「
見
所
」
が
多
く
、
根
上
り
松
、
猊げ

い

口こ
う
せ
き石
、
玉
津
島
神
社
、
妹
背
山
、
観
海
閣
、
南
海
龍
神
社
、
紀
州
東
照
宮
、
和
歌
浦
天
満

宮
、
片
男
浪
な
ど
が
あ
る

（
六
十
一
）。
こ
れ
ら
の
寺
社
・
名
勝
と
い
わ
れ
る
観
光
ス
ポ
ッ
ト
が
多
い
こ
と
と
関
係
し
て
、
紀
和
鉄
道
の
駅
で
乗
降

客
が
最
も
多
い
（
表
７
参
照
）。

③
船
戸

－

橋
本
間
の
建
設
と
紀
ノ
川
橋
梁
の
架
橋

工
期
に
間
に
合
わ
な
い
こ
と
が
確
実
と
な
り
、
一
八
九
九
（
明
治
三
二
）
年
四
月
に
同
社
は
「
鉄
道
敷
設
工
事
竣
工
期
限
一
個
年
般

半
延
期
セ
ン
コ
ト
ヲ
出
願
」
し
た
結
果
、「
願
意
」
が
認
め
ら
れ
た

（
六
十
二
）。
そ
の
後
、
工
費
の
借
り
入
れ
も
決
定
し

（
六
十
三
）、
七
月
始
め
に
、
同
区

間
の
建
設
工
事
は
船
戸
、
橋
本
の
両
端
か
ら
起
工
す
る
こ
と
が
報
じ
ら
れ
た
。
一
九
〇
〇
年
一
〇
月
前
後
に
「
全
通
」
の
計
画
で
あ
っ

た
。
同
区
間
で
は
紀
ノ
川
橋
梁
の
架
橋
が
難
工
事
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
が
、
あ
ら
か
じ
め
、
そ
の
橋
梁
は
神
戸
の
「
テ
レ
ジ
ン
グ
商

会
」
を
経
て
外
国
に
発
注
し
た

（
六
十
四
）。

一
八
九
九
年
七
月
下
旬
、
同
社
は
田
淵
知
秋
工
事
設
計
委
員
長
、
村
井
亀
吉
地
所
整
理
委
員
長
を
粉
河
、
妙
寺
、
橋
本
付
近
に
派
遣

し
、
工
事
設
計
に
つ
い
て
沿
線
町
村
と
協
議
を
行
わ
せ
た

（
六
十
五
）。
八
月
中
旬
に
は
飯
田
耕
一
郎
技
術
課
長
が
設
計
協
議
に
取
り
掛
か
り
、
土

地
の
買
収
も
四
ヶ
所
を
の
ぞ
け
ば
終
わ
っ
て
お
り
、
そ
れ
が
整
え
ば
起
工
式
を
行
え
る
状
態
に
あ
っ
た
。
岩
出

－

橋
本
間
の
一
八
マ
イ

ル
を
数
工
区
に
分
け
て
行
う
と
い
う
計
画
で
、
九
〇
年
六
月
ま
で
の
竣
工
を
目
標
に
し
た
。
こ
の
間
は
隧
道
掘
削
の
必
要
は
な
く
、
勾
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配
も
百
分
の
一
で
あ
っ
た
。
小
橋
を
四
四
カ
所
設
置
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
ま
た
那
賀
郡
岩
出
の
紀
ノ
川
橋
梁
の
架
橋
は
九
〇
年

表
7　
乗
客
の
推
移

駅
名

1898
年
度

1899
年
度

1900
年
度

1901
年
度

1902
年
度

1903
年
度

乗
客

（
人
）

比
率

（
％
）

乗
客

（
人
）

比
率

（
％
）

乗
客

（
人
）

比
率

（
％
）

乗
客

（
人
）

比
率

（
％
）

乗
客

（
人
）

比
率

（
％
）

乗
客

（
人
）

比
率

（
％
）

五
條

38,267 
9.2%

50,952 
10.2%

50,265 
7.2%

44,262 
6.0%

11502 
1.6%

-
-

二
見

-
-

-
-

-
-

-
17286 

-
20,815 

3.1%
隅
田

19,279 
4.6%

20,504 
4.1%

18,662 
2.7%

13,461 
1.8%

14436 
2.0%

13,637 
2.0%

橋
本

87,941 
21.1%

89,542 
18.0%

113,523 
16.3%

92,740 
12.5%

84786 
11.5%

76,580 
11.5%

高
野
口

（
名
倉
）

-
-

-
-

1,446 
0.2%

75,502 
10.2%

73625 
10.0%

83,128 
12.5%

妙
寺

-
-

-
-

23,142 
3.3%

43,634 
5.9%

40502 
5.5%

32,831 
4.9%

笠
田

-
-

-
-

18,788 
2.7%

41,063 
5.5%

36535 
4.9%

31,605 
4.7%

名
手

-
-

-
-

-
-

19,933 
2.7%

39777 
5.4%

37,542 
5.6%

粉
河

-
-

-
-

60,038 
8.6%

72,861 
9.8%

64047 
8.7%

65,849 
9.9%

打
田

-
-

-
-

23,658 
3.4%

33,467 
4.5%

35313 
4.8%

32,961 
4.9%

岩
出

（
大
宮
）

-
-

-
-

-
-

16,672 
2.2%

45559 
6.2%

44,094 
6.6%

船
戸

90,939 
21.8%

110,534 
22.2%

108,029 
15.5%

60,539 
8.1%

44873 
6.1%

40,203 
6.0%

布
施
屋

-
-

31,661 
6.4%

46,566 
6.7%

32,871 
4.4%

32330 
4.4%

32,833 
4.9%

田
井
ノ
瀬

（
岩
橋
）

43,471 
10.4%

33,896 
6.8%

34,328 
4.9%

22,924 
3.1%

22442 
3.0%

22,582 
3.4%

和
歌
山

137,538 
32.9%

160,956 
32.3%

196,293 
28.3%

172,965 
23.3%

175768 
23.8%

131,333 
19.7%

417,435 
100.0%

498,045 
100.0%

694,738 
100.0%

742,894 
100%

738781 
98%

665,993 
100.0%

出
典
：
野
田
正
穂
・
原
田
勝
正
・
青
木
栄
一
『
明
治
期
鉄
道
史
資
料
　
第

1
集
⑷
　
鉄
道
局
年
報
　
明
治

31
年
度
』

pp.170-171、『
同
⑸
　
明
治

32
年
度
』

pp.167-168、
『
同
⑹
　
明
治

33
年
度
』

pp.150-151、『
同
⑹
　
明
治

34
年
度
』

p.166、『
同
⑺
　
明
治

35
年
度
』

pp.168-169、『
同
⑻
　
明
治

36
年
度
』

pp.171-172
よ
り
作
成
。
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二
月
に
鉄
橋
が
到
着
す
る
予
定
で
橋
脚
は
本
年
中
に
建
設
に
入
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た

（
六
十
六
）。
そ
の
後
、
紀
ノ
川
橋
梁
の
工
事
入
札
が
行
わ

れ
、
四
人
が
名
乗
り
を
上
げ
、
鹿
島
岩
蔵
が
落
札
し
た
。
岩
出

－

橋
本
間
を
三
工
区
に
分
け
て
、
岩
出
無
地
村
間
に
つ
い
て
は
同
じ
く

鹿
島
が
請
け
負
っ
た

（
六
十
七
）。
一
二
月
五
日
午
前
一
〇
時
か
ら
那
賀
郡
岩
出
村
大
宮
神
社
境
内
、
和
歌
山
停
車
場
構
内
の
二
カ
所
で
起
工
式
が

行
わ
れ
た

（
六
十
八
）。

紀
ノ
川
鉄
橋
は
長
さ
八
四
八
尺
九
寸
で
総
工
費
一
五
万
七
四
五
円
を
か
け
て
一
八
九
九
年
一
一
月
二
〇
日
よ
り
工
事
が
着
手
さ
れ

た
。
翌
年
六
月
一
六
日
に
竣
工
し
た

（
六
十
九
）。
そ
し
て
先
に
船
戸

－
粉
河
間
が
同
年
八
月
か
ら
営
業
を
開
始
し
た
（
七
十
）。

全
通
を
目
前
に
「
暴
風
雨
」
に
よ
っ
て
線
路
が
損
壊
し
た

（
七
十
一
）。
こ
う
し
た
被
害
を
受
け
な
が
ら
建
設
を
進
め
、
最
後
の
追
い
込
み
と
も

い
う
時
期
に
な
る
と
、
繁
忙
を
極
め
た

（
七
十
二
）。
ま
た
、
車
両
も
九
州
鉄
道
か
ら
買
入
れ

（
七
十
三
）、
車
掌
三
名
、
駅
夫
二
〇
名
を
募
集
し
、
全
通
後
の

開
業
に
備
え
た

（
七
十
四
）。
三
か
月
後
、「
鉄
道
時
報
」
に
粉
河

－

橋
本
間
の
「
接
続
線
工
事
完
成
」
が
報
じ
ら
れ
た

（
七
十
五
）。
こ
れ
に
よ
り
同
鉄
道
は

五
条
―
和
歌
山
間
の
全
通
を
果
た
し
た
。

同
区
間
の
名
所
に
つ
い
て
は
、「
岩
出
」
は
大
和
街
道
の
宿
駅
に
あ
り
栄
え
た
場
所
で
あ
る
。
近
く
に
は
郡
役
所
、
警
察
署
な
ど
が

あ
っ
た

（
七
十
六
）。「
打
田
」
は
根
来
寺
参
詣
で
下
車
す
る
の
に
適
し
て
い
た
。
根
来
寺
は
通
称
で
あ
り
、
正
式
に
は
「
根
来
大
伝
法
院
」
で
あ

る
。
一
一
三
二
（
長
承
一
）
年
、
覚か

く

鑁ば
ん

に
よ
っ
て
高
野
山
に
建
て
ら
れ
た
大
伝
法
院
が
そ
の
ル
ー
ツ
で
あ
る
。
そ
の
後
、
覚
鑁
が
金
剛

峰
寺
と
大
伝
法
院
の
座
主
に
就
い
た
こ
と
で
、
金
剛
峰
寺
の
衆
人
と
争
う
よ
う
に
な
り
、
高
野
山
か
ら
降
り
て
今
の
岩
出
町
に
移
っ
た

と
い
う
。
室
町
時
代
に
は
大
規
模
化
し
、
僧
兵
も
増
え
た
と
い
わ
れ
る
。
そ
の
後
、
豊
臣
秀
吉
の
焼
打
ち
に
も
あ
っ
た
。
近
世
に
は
紀

州
藩
主
の
支
援
も
あ
り
、
再
興
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
一
九
四
八
年
に
新
義
真
言
宗
の
本
山
と
な
っ
て
い
る

（
七
十
七
）。

「
粉
河
」
は
那
賀
郡
に
あ
り
、「
市
街
稍
人
家
稠
密
」
の
地
で
あ
っ
た

（
七
十
八
）。
粉
河
駅
の
近
く
に
は
西
国
三
十
三
所
第
三
番
札
所
の
「
粉
河

寺
」
が
あ
る
。
同
寺
は
七
七
〇
年
大
伴
孔
子
古
創
建
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
平
安
時
代
に
は
藤
原
頼
通
も
参
詣
し
た
。
戦
国
時
代
に
な

る
と
、
根
来
寺
と
同
様
、
僧
兵
が
増
え
泉
州
方
面
で
活
躍
し
た
。
一
五
八
五
年
に
豊
臣
秀
吉
に
焼
き
討
ち
に
さ
れ
た
。
江
戸
時
代
に
は
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根
来
寺
と
合
わ
せ
て
、
紀
州
徳
川
家
か
ら
の
援
助
を
受
け
、
大
伴
孔
子
古
の
末
裔
と
伝
わ
る
方
衆
座
な
ど
に
よ
っ
て
再
建
さ
れ
た
。
宗

派
・
所
属
の
流
れ
に
つ
い
て
は
、
天
台
宗
三
井
寺
↓
延
暦
寺
末
↓
粉
河
寺
観
音
宗
総
本
山
と
移
っ
た

（
七
十
九
）。「
妙
寺
駅
」
に
は
郡
役
所
、
警

察
署
が
あ
っ
た
（
八
十
）。

④
高
野
口
駅
の
開
業

先
に
挙
げ
た
名
所
旧
跡
が
あ
る
な
か
、
紀
和
鉄
道
の
乗
客
の
多
く
は
高
野
山
参
詣
を
目
的
と
し
て
い
る
こ
と
が
、
表
７
か
ら
確
認
で

き
る
。
紀
和
鉄
道
の
停
車
場
別
乗
客
数
で
、
和
歌
山
駅
に
次
い
で
橋
本
、
高
野
口
に
集
中
し
て
い
る
。
こ
の
両
駅
で
二
〇
％
を
超
え
て

い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
高
野
参
詣
を
目
的
と
し
た
乗
客
が
多
か
っ
た
と
い
え
る
。

既
に
記
し
た
紀
行
文
な
ど
の
文
献
か
ら
も
確
認
で
き
る
よ
う
に
、
高
野
山
へ
の
参
詣
は
当
初
「
橋
本
」、「
妙
寺
」
か
ら
ア
ク
セ
ス
さ

れ
て
い
た
。「
高
野
口
」
が
設
置
さ
れ
て
か
ら
は
同
駅
を
利
用
す
る
者
が
増
え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
同
社
は
五
條

－

和
歌
山
の
全
通

後
も
停
車
場
の
開
設
を
進
め
て
い
る
。
そ
の
一
つ
で
あ
る
名
倉
駅
が
一
九
〇
一
年
二
月
二
九
日
に
営
業
が
開
始
さ
れ
た
。
そ
の
翌
年
二

月
三
日
に
高
野
口
駅
に
改
称
し
て
い
る
。
こ
の
駅
は
一
八
九
六
年
二
月
に
沿
線
住
民
が
紀
和
鉄
道
に
対
し
て
「
紀
和
鉄
道
名
倉
停
車
場

設
置
ノ
儀
ニ
付
請
願
」
を
提
出
し
て
る
。
こ
の
願
い
出
を
見
る
と
、
名
倉
は
「
綿
ネ
ル
」
の
産
地
と
し
て
知
ら
れ
、
養
蚕
製
糸
機
業
等

が
盛
ん
で
、
紀
和
鉄
道
開
通
後
、
同
地
に
停
車
場
を
設
置
す
る
と
原
料
運
輸
の
便
が
良
く
な
り
、「
生
糸
製
造
、
紡
績
織
布
其
ノ
他
百

般
事
業
ノ
勃
興
当
ニ
今
日
ニ
十
倍
ス
ル
ニ
至
ル
ベ
シ
」
と
述
べ
、
同
地
の
商
工
業
発
展
の
可
能
性
を
強
調
し
て
い
る
。
ま
た
高
野
山
か

ら
九
度
山
に
届
く
木
材
、
凍
豆
腐
等
の
「
産
物
」
の
輸
送
に
お
い
て
橋
本
や
妙
寺
に
運
ぶ
と
運
賃
が
余
計
に
か
か
り
、
紀
ノ
川
の
船
を

使
う
よ
う
に
な
る
と
予
測
し
て
い
る
。
こ
の
地
に
停
車
場
を
設
置
す
る
と
会
社
に
と
っ
て
も
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い
と
記
し
た
。
高
野
山

に
参
詣
す
る
旅
客
は
停
車
場
を
降
り
る
と
、「
僅
カ
ニ
、
三
里
ニ
シ
テ
山
頂
ニ
達
ス
ル
」
と
い
う
。
橋
本
、
妙
寺
か
ら
登
山
し
た
場
合

と
比
較
す
る
と
「
一
里
余
ノ
近
距
離
」
に
な
る
と
の
メ
リ
ッ
ト
を
強
調
し
た

（
八
十
一
）。
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井
口
龍
城
『
高
野
山
霊
記
』
に
は
、
明
治
期
終
わ
り
の
高
野
口
、
橋
本
駅
下
車
後
の
「
登
山
の
費
用
」
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
。
高

野
口
か
ら
椎
出
ま
で
の
人
力
車
代
が
二
八
銭
（
雨
天
は
割
増
し
あ
り
、
以
下
同
じ
）、
椎
出
か
ら
山
内
入
口
案
内
所
ま
で
の
駕
籠
代
一

円
八
〇
銭
で
あ
る
。
橋
本
駅
か
ら
の
場
合
、
椎
出
ま
で
河
根
ま
で
人
力
車
が
三
八
銭
掛
か
り
、
河
根
か
ら
山
内
入
口
案
内
所
ま
で
の
駕

籠
代
は
一
円
八
〇
銭
か
か
る
と
い
う

（
八
十
二
）。
人
力
車
代
が
一
〇
銭
安
い
こ
と
か
ら
高
野
口
下
車
が
高
野
参
詣
に
は
適
し
て
い
た
。

三　

他
社
と
の
連
絡

一
八
九
六
年
一
月
一
三
日
、
紀
和
鉄
道
は
南
海
鉄
道
と
和
歌
山
市
鍋
屋
町
で
線
路
連
絡
の
協
定
を
結
び
、
同
社
の
和
歌
山
停
車
場
と

南
海
鉄
道
和
歌
山
市
停
車
場
間
に
お
い
て
列
車
運
転
の
契
約
を
締
結
し
た
。
ま
た
、
一
八
九
七
年
八
月
二
七
日
、
高
野
鉄
道
と
橋
本
停

車
場
で
の
連
絡
契
約
も
締
結
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
二
つ
の
契
約
は
紀
和
鉄
道
の
開
通
前
の
も
の
で
あ
り
、
高
野
鉄
道
の
橋
本
開
業
を
見

込
し
て
の
対
応
で
あ
る
。
さ
ら
に
一
八
九
八
年
二
月
二
三
日
、
南
和
鉄
道
五
條
停
車
場
で
の
連
絡
に
お
け
る
共
通
列
車
運
転
の
契
約
を

締
結
す
る

（
八
十
三
）。
こ
れ
ら
の
契
約
は
、
紀
和
鉄
道
に
す
れ
ば
、
和
歌
山
県
外
か
ら
の
観
光
客
・
参
詣
者
を
期
待
で
き
る
し
、
南
海
、
高
野
、

南
和
も
和
歌
山
の
乗
降
客
を
見
込
め
る
の
で
、
相
互
の
メ
リ
ッ
ト
か
ら
契
約
に
至
っ
た
。

一
八
九
八
年
四
月
一
一
日
か
ら
南
和
・
旧
大
阪
両
鉄
道
と
隅
田
・
橋
本
の
両
駅
で
連
絡
運
輸
を
開
始
し
た

（
八
十
四
）。
こ
れ
は
表
６
か
ら
わ
か

る
よ
う
に
、
五
條
―
橋
本
間
の
開
業
に
合
わ
せ
て
実
施
さ
れ
た
。
開
業
を
祝
し
て
三
日
間
、
同
社
は
運
賃
を
半
額
に
し
た
。
ま
た
直

接
連
絡
す
る
南
和
鉄
道
、
間
接
的
に
連
絡
す
る
大
阪
鉄
道
に
お
い
て
も
運
賃
の
二
割
引
き
を
実
施
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
高
田
・
橋
本
間

は
五
條
で
乗
り
換
え
る
必
要
が
な
く
な
り
、
利
用
者
に
と
っ
て
便
利
に
な
っ
た
。
当
時
の
新
聞
の
広
告
で
「
橋
本
駅
ヨ
リ
高
野
山
ヘ
三

里
ニ
シ
テ
弘
法
大
師
御
影
供
旧
三
月
廿
一
日
ニ
引
続
キ
七
日
間
結
縁
灌
頂
ア
リ
」
と
誘
客
し
た
。
一
方
、
そ
の
頃
、
開
催
さ
れ
た
「
大

和
全
国
物
産
共
進
会
」
へ
橋
本
側
か
ら
誘
客
す
る
よ
う
な
広
告
も
掲
載
し
た

（
八
十
五
）。
乗
り
換
え
な
し
で
、
大
阪
か
ら
奈
良
方
面
経
由
で
橋
本

に
接
近
で
き
、
橋
本
か
ら
奈
良
、
大
阪
方
面
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
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一
九
〇
一
年
一
月
三
〇
日
か
ら
南
和
鉄
道
各
駅
と
紀
和
鉄
道
各
駅
と
連
絡
運
輸
を
開
始
し
た
。
そ
の
後
、
関
西
鉄
道
の
「
連
絡
線
」

で
あ
る
「
参
宮
鉄
道
」
に
も
延
長
し
、
一
九
〇
〇
年
一
二
月
三
〇
日
か
ら
南
和
・
関
西
・
参
宮
の
三
鉄
道
線
と
連
絡
運
輸
を
開
始
し

た
。
そ
の
他
、
一
九
〇
二
年
二
月
、
南
和
・
関
西
・
奈
良
の
三
鉄
道
と
紀
和
の
主
要
駅
で
、
一
九
〇
三
年
一
二
月
一
一
日
か
ら
連
絡
運

輸
を
開
始
し
て
い
る

（
八
十
六
）。

一
九
〇
一
年
二
月
十
一
日
よ
り
南
海
鉄
道
の
難
波
・
堺
・
岸
和
田
の
三
駅
と
橋
本
・
高
野
口
・
妙
寺
・
船
戸
の
各
駅
と
の
間
で
「
連

帯
運
輸
」
を
開
始
し
た
。
そ
の
後
、
南
海
鉄
道
の
営
業
報
告
書
で
記
す
よ
う
に
「
和
歌
山
北
口
駅
以
南
ノ
建
設
工
事
即
チ
紀
ノ
川
鉄
橋

ト
北
口
駅
ヨ
リ
和
歌
山
市
ニ
達
ス
ル
線
路
幷
ニ
紀
和
鉄
道
連
線
工
事
ハ
前
期
ヨ
リ
引
続
キ
工
事
ヲ
督
励
シ
タ
ル
結
果
本
年
三
月
中
旬
落

成
ヲ
告
ゲ
、
同
月
十
八
日
其
筋
ノ
監
査
ヲ
受
ケ

（
八
十
七
）」、
一
九
〇
三
年
三
月
二
一
日
よ
り
南
海
鉄
道
各
駅
と
紀
和
鉄
道
各
駅
と
連
絡
運
輸
が

開
始
さ
れ
た

（
八
十
八
）。

関
西
鉄
道
と
南
海
鉄
道
と
の
接
続
で
大
阪
、
奈
良
方
面
か
ら
の
乗
客
を
高
野
参
詣
に
誘
引
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
関
西
鉄
道

か
ら
参
宮
鉄
道
ま
で
結
ぶ
と
い
う
「
連
絡
線
の
連
絡
線
」
に
ま
で
広
げ
ら
れ
る
よ
う
に
も
な
り
、
よ
り
広
域
の
乗
客
を
吸
収
で
き
る
よ

う
に
も
な
っ
た
。

四　

他
社
と
の
合
併

㈠
紀
和
鉄
道
と
南
和
鉄
道
と
の
合
併
談

日
清
戦
争
後
、
地
方
の
中
小
鉄
道
の
乱
立
が
目
立
っ
た
。
戦
後
の
不
況
か
ら
経
営
不
振
に
陥
る
企
業
も
増
え
、
ま
た
資
金
調
達
も
進

展
し
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
れ
と
連
絡
の
便
の
悪
さ
も
表
面
化
し
た
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
中
小
鉄
道
は
大
鉄
道
、
幹
線
鉄
道
に
吸

収
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
片
岡
直
温
を
は
じ
め
関
西
財
界
の
有
力
者
は
、
近
畿
地
方
の
南
和
、
奈
良
、
高
野
、
河
南
、
紀
和
の
小
鉄

道
を
合
併
し
、
鉄
道
経
営
上
の
改
善
と
利
用
者
の
便
宜
を
図
る
計
画
を
練
っ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
鉄
道
局
も
「
小
鉄
道
分
立
」
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の
弊
害
を
よ
く
理
解
し
て
い
た
の
で
合
併
の
申
請
が
あ
れ
ば
、
認
可
す
る
方
針
に
あ
っ
た

（
八
十
九
）。

南
和
鉄
道
は
一
八
九
一
年
二
月
に
地
元
の
有
志
が
「
吉
野
の
材
木
を
輸
送
す
る
目
的
」
で
設
立
し
た
会
社
で
高
田
・
五
條
を
結
ぶ
路

線
で
あ
っ
た
（
九
十
）。
二
月
一
八
日
に
仮
免
許
状

（
九
十
一
）、
一
八
九
三
年
七
月
二
六
日
に
本
免
許
状
が
下
付
さ
れ
た
。
一
八
九
六
年
五
月
一
〇
日
、
高

田
―
葛
（
吉
野
口
）
間
、
同
年
一
〇
月
二
五
日
、
葛
―
五
條
間
、
五
條
―
二
見
間
を
開
通
さ
せ
、
同
社
の
路
線
を
全
通
さ
せ
た

（
九
十
二
）。

同
社
は
五
條
で
紀
和
鉄
道
と
連
絡
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
一
八
九
七
年
八
月
頃
か
ら
「
大
阪
鉄
道
、
南
和
鉄
道
、
紀
和
鉄
道
は
線

路
の
関
係
上
早
晩
合
同
す
べ
き
も
の
」
と
財
界
で
話
題
に
な
り
、
こ
れ
ら
の
鉄
道
会
社
の
重
役
や
主
要
株
主
の
間
で
は
合
併
の
「
内

議
」
が
あ
っ
た
。
そ
の
第
一
段
階
と
し
て
南
和
鉄
道
と
紀
和
鉄
道
が
合
併
を
進
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
両
者
の
株
主
は
相
互
に
株
式

を
買
い
合
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会
社
の
重
役
も
両
社
の
重
役
に
な
り
、
一
体
化
を
進
め
て
い
こ
う
と
し
た
。
実
際
、「
紀
和
の
株
主
中
に

は
南
和
株
を
買
受
け
た
る
も
の
尠
な
か
ら
ざ
る
」
状
態
に
あ
り
、
近
い
う
ち
に
南
和
鉄
道
で
重
役
の
更
迭
を
行
い
、
紀
和
鉄
道
の
重

役
で
南
和
の
大
株
主
で
あ
る
者
が
南
和
の
経
営
陣
に
加
わ
る
と
い
う
「
絵
」
を
書
い
て
い
た
。
当
分
の
間
は
両
社
を
残
す
こ
と
に
し

て
い
た
。
ま
た
、
両
社
内
で
は
業
務
の
「
刷
新
」
お
よ
び
経
費
節
減
を
行
い
、
重
複
の
経
費
を
掛
け
な
い
よ
う
に
心
掛
け
、
合
併
の

準
備
を
し
た

（
九
十
三
）。

一
八
九
七
年
九
月
、
合
併
の
協
議
が
一
旦
ま
と
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
先
述
の
「
流
れ
」
の
と
お
り
。
南
和
鉄
道
の
「
社
長
中
西

保
、
取
締
役
仲
川
範
十
郎
、
桜
井
徳
太
郎
、
大
塚
磨
、
朝
田
喜
三
郎
、
監
査
役
原
六
郎
、
喜
多
長
七
郎
、
木
村
信
一
ノ
諸
氏
辞
職
」
す

る
こ
と
と
な
り
、「
補
欠
選
挙
ノ
為
メ
来
タ
ル
九
月
十
五
日
奈
良
県
葛
城
郡
御
所
町
玉
平
楼
ニ
於
テ
臨
時
株
主
総
会
ヲ
開
ク
」
こ
と
が

新
聞
広
告
に
掲
載
さ
れ
た

（
九
十
四
）。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
「
其
表
面
は
紀
和
よ
り
南
和
を
買
収
す
る
か
合
併
す
る
か
其
辺
は
重
役
改
選
の
上

か
ら
で
は
判
然
し
難
き
」
と
記
し
、「
南
和
株
を
五
十
五
円
に
て
過
半
数
紀
和
へ
買
入
れ
」、
そ
の
「
権
利
は
自
か
ら
紀
和
へ
移
」
っ
た

と
続
け
た

（
九
十
五
）。
役
員
の
改
選
で
な
く
、
実
質
的
に
は
株
式
の
取
得
と
い
う
「
所
有
」
面
で
紀
和
鉄
道
よ
り
南
和
鉄
道
が
優
位
に
立
っ
て
い

た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
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一
八
九
八
年
一
月
、
両
社
は
合
併
の
契
約
を
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
契
約
の
第
一
条
に
、「
紀
和
鉄
道
ハ
南
和
鉄
道
株
式
会
社

全
線
開
業
後
二
期
ヨ
リ
総
資
本
金
額
ニ
対
シ
其
収
益
金
引
続
キ
一
箇
年
ヲ
積
算
シ
テ
平
均
五
朱
以
上
ノ
配
当
ヲ
為
シ
タ
ル
ト
キ
ヲ
以
テ

南
和
鉄
道
株
式
会
社
ト
合
併
」
と
記
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
三
三
年
一
一
月
に
全
線
を
開
通
さ
せ
た
も
の
の
、
既
述
の
通
り
配
当
が

五
％
を
超
え
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
合
併
に
至
ら
な
か
っ
た
と
い
う

（
九
十
六
）。
南
和
鉄
道
は
紀
和
鉄
道
が
買
収
す
る
の
で
は
な
く
、
関
西
鉄

道
に
組
み
込
ま
れ
て
い
く
。

㈡
南
海
鉄
道
と
の
合
併
談

先
述
の
小
鉄
道
統
合
案
は
紀
和
、
南
和
だ
け
で
な
く
、
南
海
と
紀
和
の
合
併
に
も
広
が
っ
て
い
く
。
そ
の
様
子
を
見
て
い
こ
う
。
南

海
側
重
役
の
紀
和
鉄
道
買
収
に
対
す
る
見
解
が
「
鉄
道
時
報
」
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
趣
旨
、
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に

語
っ
て
い
た

（
九
十
七
）。
こ
こ
か
ら
高
野
参
詣
者
の
獲
得
を
狙
っ
た
買
収
で
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
。

我
南
海
鉄
道
の
終
端
和
歌
山
市
の
地
勢
た
る
西
南
の
両
方
面
に
対
し
て
は
和
歌
山
、
和
歌
浦
の
両
港
に
於
て
船
車
連
絡
の
企
画
を
立

て
貨
客
を
誘
導
す
る
の
他
に
途
な
き
が
故
に
営
業
範
囲
を
拡
張
し
て
大
に
貨
客
を
吸
収
す
る
の
策
に
出
で
ん
と
す
れ
ば
、
地
勢
上
、

東
に
向
て
其
計
画
を
立
て
ざ
る
を
得
ず
。
然
る
に
和
歌
山
よ
り
東
、
大
和
国
五
條
に
は
既
に
紀
和
鉄
道
の
あ
る
あ
り
。
両
々
相
俟
て

交
通
機
関
た
る
の
任
に
副
は
ん
こ
と
を
期
す
る
も
、
両
社
分
立
す
る
以
上
は
互
に
其
利
害
の
関
係
を
異
に
し
、
高
野
山
の
乗
客
に
対

す
る
誘
導
策
の
如
き
関
西
南
和
両
鉄
道
に
於
て
賃
金
割
引
其
他
種
々
の
方
法
を
以
て
之
を
吸
収
せ
ん
と
す
る
に
当
た
り
、
当
社
紀
和

の
両
社
に
於
て
は
大
に
対
抗
策
を
講
じ
奮
て
彼
れ
に
諭
せ
ざ
ら
ん
こ
と
を
努
め
た
る
結
果
、
既
に
一
昨
年
昨
年
の
両
年
に
比
し
当
年

は
大
に
其
功
を
奏
し
登
山
者
の
多
く
を
吸
収
し
得
た
り
。
然
し
て
其
割
引
賃
金
の
比
例
に
至
っ
て
は
紀
和
に
大
に
我
に
譲
る
処
あ
り

之
他
な
し
。
高
野
口
、
橋
本
の
両
駅
た
る
紀
和
の
起
点
和
歌
山
よ
り
線
路
の
距
離
長
き
を
以
て
寧
ろ
割
引
賃
率
に
於
て
之
を
譲
る
も
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乗
車
哩
の
延
長
に
依
り
償
ふ
て
尚
ほ
余
り
あ
る
を
以
て
な
り
。
之
に
因
て
之
を
推
せ
ば
仮
に
紀
和
全
線
の
中
間
た
る
名
手
駅
以
西
に

於
て
当
社
と
南
和
、
関
西
と
の
間
に
貨
客
の
競
争
を
惹
起
さ
ん
か
紀
和
は
南
和
、
関
西
に
連
合
す
る
の
策
に
出
づ
べ
し
。
前
来
縷
述

の
如
く
線
路
区
間
の
一
部
に
あ
っ
て
は
、
両
社
互
い
に
利
害
を
異
に
す
る
を
免
れ
ざ
れ
ば
、
我
社
の
収
益
に
対
し
同
社
線
を
以
て
充

分
の
希
望
を
満
た
さ
ん
と
す
る
は
、
不
可
能
の
事
に
属
し
、
常
に
隔
靴
掻
痒
の
感
な
き
能
は
ず
。
故
に
進
ん
で
茲
に
同
社
線
を
買
収

し
、
営
業
の
区
域
を
拡
張
せ
ば
我
社
の
利
益
倍
々
増
加
を
来
す
べ
き
を
信
じ
、
仮
契
約
を
締
結
す
る
に
至
り
た
る
も
の
な
り
。（
句

読
点
・
引
用
者
）

一
九
〇
三
年
一
一
月
、
南
海
鉄
道
が
紀
和
鉄
道
を
買
収
す
る
交
渉
は
「
全
く
調
ひ
」
と
新
聞
で
報
じ
ら
れ
た
。
南
海
鉄
道
・
松
本
重

太
郎
社
長
、
紀
和
鉄
道
・
片
岡
直
温
社
長
が
仮
契
約
書
に
署
名
し
た

（
九
十
八
）。
そ
の
要
点
を
示
す
と
、
①
一
〇
九
万
三
五
四
〇
円
で
紀
和
鉄
道

の
全
財
産
一
切
を
売
り
渡
す
、
②
南
海
鉄
道
が
そ
の
代
金
を
社
債
九
〇
万
円
、
残
額
一
九
万
三
五
四
〇
円
を
現
金
で
支
払
う
、
③
発
行

す
る
社
債
は
年
六
朱
の
利
付
き
と
す
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る

（
九
十
九
）。

同
月
一
九
日
に
南
海
で
は
臨
時
総
会
を
開
催
し
、
買
収
に
つ
い
て
承
認
を
得
る
予
定
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
外
山
脩
造
ら
が
「
買

収
反
対
」
を
唱
え
た
。
藤
田
伝
三
郎
、
川
上
佐
七
郎
が
斡
旋
者
と
な
り
、
調
査
委
員
を
選
定
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
買
収
「
賛
成
派
」、

「
反
対
派
」
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
五
名
を
選
出
し
、
三
〇
日
以
内
に
可
否
を
決
定
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
同
会
の
状
態
に
つ
い
て
は
「
不
穏

の
模
様
見
え
た
る
よ
り
北
警
察
署
よ
り
巡
査
一
名
刑
事
巡
査
二
名
出
張
警
戒
せ
し
め
た
り
」
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
の
騒
ぎ
と
な
っ
た
（
百
）。
そ

の
後
、
賛
成
派
か
ら
村
野
山
人
、
加
藤
明
、
今
西
林
三
郎
、
中
辰
之
助
、
肥
塚
源
太
郎
、
反
対
派
か
ら
渡
邊
庄
助
、
濱
崎
永
三
郎
、
脇

本
寿
一
郎
、
金
野
源
十
郎
が
選
出
さ
れ
た
（
百
一
）。

ま
た
、
重
役
間
で
締
結
し
た
仮
契
約
書
の
条
件
に
つ
い
て
、
南
海
で
は
、
そ
の
内
容
に
承
服
し
て
い
な
い
株
主
が
い
た
。
す
な
わ

ち
、
買
収
そ
の
も
の
は
反
対
で
は
な
い
が
、
そ
の
条
件
で
進
め
る
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
、「
第
三
の
グ
ル
ー
プ
」
も
存
在
し
た
の
で
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あ
る
。
こ
れ
ら
の
株
主
の
主
張
す
る
と
こ
ろ
は
、
買
収
価
格
の
「
切
下
」
で
あ
る
。
南
海
で
は
、
こ
の
第
三
の
グ
ル
ー
プ
と
買
収
派
か

ら
委
員
を
推
挙
し
、
調
査
委
員
会
が
組
織
さ
れ
た
（
百
二
）。

今
西
林
三
郎
は
南
海
の
買
収
派
の
委
員
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
一
方
で
関
西
鉄
道
で
も
役
員
と
し
て
関
わ
っ
て
お
り
、
苦
し
い
立
場

に
あ
っ
た
。
し
か
し
、「
南
海
の
委
員
で
あ
る
か
ら
に
は
南
海
の
た
め
に
働
く
の
は
当
然
」
と
自
分
に
言
い
聞
か
せ
、
買
収
に
向
け
て

骨
を
折
っ
た
。
先
述
の
非
買
収
派
が
強
硬
で
円
滑
に
進
ま
ず
、
買
収
価
額
を
下
げ
れ
ば
買
っ
て
も
良
い
と
い
う
消
極
論
者
（
第
三
の
グ

ル
ー
プ
）
も
多
か
っ
た
と
い
う
（
百
三
）。

こ
う
し
た
「
値
切
り
」
を
紀
和
鉄
道
側
が
飲
む
か
ど
う
か
が
注
目
さ
れ
た
。
紀
和
鉄
道
社
長
の
片
岡
直
温
は
次
の
よ
う
に
コ
メ
ン
ト

を
し
た
（
百
四
）。

夫
の
売
却
価
格
は
既
に
株
主
総
会
の
決
議
を
経
た
る
も
の
な
る
を
以
て
、
今
更
之
を
変
更
す
る
こ
と
能
わ
ざ
る
の
み
な
ら
ず
、
余
は

此
価
格
を
以
て
寧
ろ
低
き
に
過
ぐ
と
信
じ
居
る
程
な
れ
ば
、
南
海
鉄
道
に
於
て
同
案
を
否
決
す
る
こ
と
あ
り
と
も
、
何
等
の
苦
痛
を

覚
え
ず
し
て
、
之
が
為
め
或
は
却
て
好
運
命
を
開
拓
す
る
の
端
緒
を
得
る
に
至
ら
ん
か
と
思
は
る
。（
句
読
点
・
引
用
者
）

こ
の
コ
メ
ン
ト
か
ら
片
岡
は
、
も
と
も
と
の
案
で
す
ら
「
安
い
」
と
感
じ
て
お
り
、
な
お
か
つ
値
下
げ
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
不
快

感
を
抱
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
南
海
と
の
合
併
が
流
れ
て
も
影
響
が
な
い
と
言
い
切
る
の
は
、
こ
の
時
期
に
関
西
鉄
道
が

南
和
鉄
道
を
傘
下
に
お
さ
め
よ
う
と
し
て
お
り
（
百
五
）、
紀
和
鉄
道
で
も
関
西
鉄
道
と
の
合
併
を
検
討
し
て
い
た
か
ら
と
思
わ
れ
る
。

と
も
あ
れ
、
南
海
で
は
買
収
価
格
の
調
整
が
難
航
し
た
。
買
収
価
格
を
六
％
の
社
債
九
〇
万
円
、
現
金
一
九
万
円
と
し
て
い
た
が
、

「
買
収
派
」
委
員
は
、「
全
部
六
朱
利
付
社
債
」
に
す
る
よ
う
主
張
し
、「
非
買
収
派
」
委
員
は
「
五
朱
利
付
の
社
債
」
に
変
更
を
求
め
、

双
方
譲
る
気
配
が
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
間
を
採
り
「
五
朱
五
厘
」
に
訂
正
さ
れ
、
仲
裁
者
で
あ
る
藤
田
・
川
上
の
顔
を
立
て
た
（
百
六
）。
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一
二
月
一
〇
日
、
南
海
鉄
道
は
臨
時
株
主
総
会
を
開
催
し
た
。
そ
の
場
で
両
社
の
重
役
間
で
締
結
し
た
仮
契
約
書
の
中
の
社
債
利
率

六
％
を
五
・
五
％
に
引
き
下
げ
る
よ
う
に
揚
井
清
右
衛
門
が
修
正
を
要
求
し
た
。
ま
た
、
臨
時
総
会
を
開
催
す
る
こ
と
も
付
け
加
え

た
。
そ
の
後
、
重
役
会
で
こ
の
修
正
仮
契
約
案
は
可
決
し
た
。
紀
和
鉄
道
社
長
の
片
岡
直
温
に
も
そ
の
旨
を
伝
え
、
紀
和
鉄
道
で
も
こ

の
こ
と
を
協
議
す
る
よ
う
求
め
た
（
百
七
）。

紀
和
鉄
道
は
こ
の
修
正
案
に
対
し
て
、
児
玉
仲
児
他
数
名
の
株
主
が
「
絶
対
的
反
対
」
の
意
向
を
片
岡
に
伝
え
て
い
た
が
、
会
社
と

し
て
は
藤
田
、
川
上
に
対
し
て
多
少
の
譲
歩
は
考
え
る
と
い
う
姿
勢
を
と
っ
た
。
ま
た
、
議
論
は
他
の
方
策
に
ま
で
及
ん
だ
よ
う
で
、

南
和
と
の
合
併
を
白
紙
に
戻
す
べ
き
と
い
う
意
見
を
述
べ
る
者
、
資
本
金
一
八
五
万
円
を
九
〇
万
円
に
す
る
減
資
案
を
唱
え
る
者
が
い

た
と
い
う
（
百
八
）。
紀
和
鉄
道
側
も
混
乱
し
て
い
た
。

㈢
関
西
鉄
道
と
の
合
併
と
南
海
の
提
訴

紀
和
鉄
道
は
南
海
鉄
道
と
の
合
併
が
迷
走
し
た
た
め
、
関
西
鉄
道
と
の
交
渉
に
切
り
替
え
た
（
百
九
）。
そ
の
移
行
に
つ
い
て
関
西
鉄
道
の
支

配
人
・
井
上
徳
次
郎
は
、
一
九
〇
四
年
二
月
一
〇
日
頃
、「
紀
和
鉄
道
の
株
主
で
児
玉
仲
児
と
云
ふ
人
が
、
関
西
鉄
道
へ
参
り
ま
し
て

ド
ウ
か
紀
和
を
買
収
し
て
呉
れ
ま
い
か
、
南
海
鉄
道
の
方
へ
紀
和
を
売
却
す
る
と
い
ふ
話
が
な
か
な
か
に
え
き
ら
ぬ
か
ら
、
紀
和
の
方

で
も
面
白
く
な
い
か
ら
と
申
込
ん
で
来
た
の
で
す
」
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
井
上
は
児
玉
に
対
し
て
、
南
海
鉄
道
と
の
合
併
が

「
破
談
」
に
な
っ
た
ら
「
買
ふ
か
ら
」
と
返
事
を
し
て
い
る
。
そ
の
数
日
後
に
紀
和
鉄
道
の
二
、
三
名
の
株
主
が
「
ド
ウ
か
紀
和
を
買

収
し
て
く
れ
ん
か
、
南
海
鉄
道
と
は
大
に
感
情
を
損
ね
て
居
る
か
ら
一
層
関
西
の
方
へ
売
却
し
た
い
」
と
訴
え
て
き
た
。
井
上
は
先
に

忠
告
し
た
よ
う
に
南
海
と
の
話
が
完
全
に
切
れ
て
い
な
い
状
態
で
は
買
収
は
で
き
な
い
と
言
う
と
、
紀
和
鉄
道
側
は
「
既
に
南
海
と
は

交
渉
が
切
れ
て
居
る
」
と
言
い
切
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
関
西
側
が
「
ソ
レ
で
は
買
収
し
や
う
」
と
言
い
、
買
収
価
格
は
紀
和
鉄
道
を

一
〇
九
万
円
で
そ
の
う
ち
九
〇
万
円
を
六
％
の
社
債
、
残
額
の
一
九
万
円
を
現
金
で
支
払
う
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
南
海
鉄
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道
が
最
初
に
提
示
し
た
も
の
と
同
じ
で
あ
っ
た
。
た
だ
内
容
で
「
稍
々
紀
和
の
為
め
に
軽
く
」
条
件
が
設
定
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
関

西
鉄
道
が
南
海
鉄
道
へ
断
り
を
入
れ
る
必
要
性
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
お
り
、「
紀
和
鉄
道
の
方
か
ら
南
海
の
方
へ
断
っ
て
ゐ
る
の
で

す
か
ら
、
別
に
関
西
よ
り
南
海
に
対
し
て
通
告
は
し
な
か
っ
た
」
と
言
っ
た
（
百
十
）。

南
海
鉄
道
は
元
の
案
に
戻
し
て
買
収
契
約
を
求
め
た
が
、
村
野
山
人
は
「
ナ
ン
ト
ひ
ど
ひ
話
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
、
売
却
値
段
が
安

い
か
ら
モ
ウ
少
し
高
く
し
て
貰
ゑ
ん
か
、
若
し
高
く
買
収
す
る
こ
と
が
出
来
ね
ば
、
紀
和
は
応
じ
か
ね
る
と
か
な
ん
と
か
、
云
っ
て
も

い
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
、
ア
ル
チ
メ
タ
ム
を
送
ら
ず
に
居
っ
て
、
交
渉
断
絶
の
通
告
と
は
余
程
呆
れ
た
も
の
で
す
」
と
述
べ
た
。
さ

ら
に
片
岡
社
長
の
責
任
の
取
り
方
に
対
し
て
も
「
大
阪
の
実
業
界
を
席
捲
す
る
と
い
ふ
勢
力
あ
る
、
幾
多
の
会
社
の
重
役
を
し
て
お
座

る
片
岡
氏
の
行
動
と
し
て
好
い
で
し
や
う
か
、
私
は
此
の
行
動
に
は
反
対
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
す
」
と
批
判
し
て
い
る
。
こ
う
し
た

村
野
の
不
満
は
、「
法
律
上
」
で
は
な
く
「
道
義
上
」
の
も
の
で
あ
っ
た

（
百
十
一
）。

関
西
・
紀
和
の
両
社
は
一
九
〇
四
年
二
月
二
五
日
付
で
「
売
買
仮
契
約
」
を
締
結
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
南
海
鉄
道
は
三
月
九
日
、

契
約
履
行
の
請
求
訴
訟
を
起
こ
し
た
。
一
〇
日
、
南
海
か
ら
「
此
訴
訟
落
着
す
る
ま
で
紀
和
鉄
道
を
他
へ
売
却
、
合
同
又
は
営
業
を

委
託
せ
ら
ざ
る
為
」
に
紀
和
鉄
道
に
「
仮
処
分
」
を
申
し
出
た
。
そ
れ
を
和
歌
山
地
方
裁
判
所
は
決
定
し
た
。
当
然
の
ご
と
く
紀
和

鉄
道
は
異
議
申
し
立
て
を
し
た
。
こ
の
時
、
紀
和
鉄
道
の
株
主
一
五
一
名
の
総
代
と
し
て
水
野
国
次
郎
、
中
井
新
次
郎
が
「
合
併
反

対
」
を
唱
え
た
。
そ
の
主
張
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
南
海
か
ら
の
訴
訟
は
決
着
が
つ
く
ま
で
に
数
年
を
要
す
る
も
の

と
予
測
さ
れ
、
そ
の
間
、
関
西
・
南
海
に
挟
ま
れ
る
紀
和
鉄
道
は
経
営
上
、
影
響
が
出
る
。
そ
の
上
、
訴
訟
費
用
が
発
生
す
る
と
、

直
接
的
、
間
接
的
に
被
る
損
害
は
大
き
い
。
他
に
も
復
旧
工
事
、
借
入
金
返
済
の
た
め
に
二
十
余
万
円
の
資
金
を
集
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
状
態
に
あ
っ
た
。
そ
こ
で
二
二
日
の
株
主
総
会
で
関
西
と
の
仮
契
約
を
否
決
し
、
ま
ず
紛
議
の
要
因
を
除
去
す
る
こ
と
が
最

適
な
措
置
で
あ
る
と
述
べ
た
。
善
後
策
に
つ
い
て
は
独
立
経
営
か
、
他
社
売
却
か
の
選
択
は
よ
く
検
討
し
て
決
定
す
る
べ
き
、
と
も

言
う
の
で
あ
っ
た

（
百
十
二
）。
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南
海
鉄
道
は
三
月
一
八
日
に
臨
時
株
主
総
会
を
開
き
、
鉄
道
合
同
の
議
論
は
関
西
・
紀
和
の
出
方
次
第
で
対
応
を
検
討
す
る
と
い
う

こ
と
に
し
、「
非
買
収
」
を
唱
え
た
株
主
も
関
西
が
紀
和
を
横
取
り
し
た
こ
と
に
対
し
て
憤
慨
し
、
全
く
態
度
を
改
め
て
、
紀
和
鉄
道

買
収
「
賛
成
」
に
変
わ
っ
た
。
関
西
鉄
道
は
三
月
二
二
日
株
主
総
会
を
開
催
し
、「
大
多
数
を
以
て
紀
和
鉄
道
買
収
案
を
可
決
」
し
た
。

一
方
、
紀
和
鉄
道
の
方
で
は
、
一
時
大
き
な
混
乱
が
起
こ
っ
た
が
、
最
終
的
に
は
多
数
が
関
西
鉄
道
へ
の
「
売
却
」
に
賛
成
し
、
決
定

し
た

（
百
十
三
）。

三
月
二
三
日
、
先
の
仮
処
分
に
対
す
る
紀
和
鉄
道
の
異
議
申
し
立
て
に
つ
い
て
は
、
和
歌
山
地
方
裁
判
所
で
口
頭
弁
論
が
あ
り
、
二

八
日
、
却
下
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
判
決
に
対
し
て
、
紀
和
は
即
座
に
「
抗
告
」
の
手
続
き
を
し
て
い
る

（
百
十
四
）。
最
終
的
に
は
、
南

海
の
主
張
が
却
下
さ
れ
た

（
百
十
五
）。

紆
余
曲
折
を
経
て
、
紀
和
鉄
道
の
片
岡
直
温
社
長
は
逓
信
大
臣
・
大
浦
兼
武
に
一
九
〇
四
年
「
三
月
二
十
二
日
当
社
株
主
臨
時
総
会

ノ
決
議
ニ
ヨ
リ
当
社
鉄
道
物
件
一
切
ヲ
関
西
鉄
道
株
式
会
社
ヘ
譲
渡
シ
客
月
二
十
七
日
解
散
候
」
と
報
告
し
た

（
百
十
六
）。

五　

南
海
鉄
道
高
野
線
の
延
伸
と
そ
の
後
の
高
野
参
詣

関
西
鉄
道
に
紀
和
鉄
道
は
吸
収
さ
れ
る
が
、
ま
た
、「
横
取
り
」
さ
れ
た
南
海
鉄
道
も
「
負
け
た
」
状
態
で
終
わ
っ
て
い
な
い
。
大

阪
高
野
鉄
道
を
買
収
す
る
の
で
あ
る
。
同
社
は
も
と
も
と
高
野
鉄
道
で
あ
り
、
次
い
で
高
野
山
電
気
鉄
道
に
、
さ
ら
に
大
阪
高
野
鉄
道

に
な
っ
た
。
永
ら
く
長
野
（
現
在
の
河
内
長
野
）
を
最
南
端
に
建
設
を
止
め
て
い
た
が
、
大
阪
高
野
鉄
道
が
橋
本
ま
で
の
延
長
を
決
め

た
。
こ
れ
は
既
存
の
鉄
道
に
と
っ
て
は
脅
威
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
、
概
算
で
は
あ
る
が
、
高
野
山
に
近
い
橋
本
ま
で
の
距
離
・
時

間
・
片
道
運
賃
を
記
す
と
、
南
海
鉄
道
と
和
歌
山
線
を
使
う
、
難
波
↓
和
歌
山
市
↓
橋
本
と
い
う
ル
ー
ト
は
六
八
マ
イ
ル
、
四
時
間
、

一
円
三
〇
銭
、
一
方
、
関
西
本
線
と
和
歌
山
線
の
湊
町
↓
高
田
↓
橋
本
と
い
う
ル
ー
ト
は
四
四
マ
イ
ル
、
二
時
間
三
〇
分
、
八
五
銭
で

あ
っ
た
。
そ
こ
に
延
長
の
決
ま
っ
た
汐
見
橋
↓
橋
本
の
大
阪
高
野
鉄
道
が
二
八
マ
イ
ル
、
一
時
間
四
〇
分
、
片
道
六
〇
銭
で
あ
っ
た

（
百
十
七
）。
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ど
れ
と
比
べ
て
も
大
阪
高
野
鉄
道
の
路
線
に
は
か
な
わ
な
い
状
態
に
な
る
。

南
海
鉄
道
は
一
九
二
二
（
大
正
一
一
）
年
に
大
阪
高
野
鉄
道
を
買
収
す
る
の
で
あ
っ
た
。
高
野
参
詣
者
の
獲
得
に
対
し
て
、
一
九
二

九
（
昭
和
四
）
年
二
月
、
極
楽
寺
ま
で
開
通
さ
せ
た
。
こ
れ
に
よ
り
南
海
鉄
道
は
最
も
高
野
山
に
接
近
し
た
鉄
道
会
社
に
な
っ
た
。
さ

ら
に
極
楽
寺
か
ら
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
を
敷
設
し
、
高
野
山
駅
を
設
置
し
た

（
百
十
八
）。

こ
の
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
開
通
の
影
響
は
単
に
鉄
道
間
の
競
争
だ
け
な
く
異
種
交
通
機
関
に
も
及
ん
だ
。
高
野
口
か
ら
高
野
山
に
移
動

す
る
に
は
、
一
〇
㎞
以
上
を
鉄
道
以
外
の
交
通
手
段
を
利
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
近
世
以
降
、
山
駕
籠
・
腰
押
し
な
ど
人

力
に
よ
る
参
詣
客
を
対
象
と
し
た
商
売
が
あ
り
、
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
の
出
現
で
こ
れ
ら
を
生
業
に
し
て
い
た
者
が
失
業
し
た
と
い
う
。

そ
の
後
、
多
く
は
高
野
山
駅
、
女
人
堂
で
の
人
力
車
夫
に
転
職
し
た
と
い
う
。
南
海
鉄
道
株
式
会
社
が
一
九
三
二
年
四
月
、
バ
ス
の

営
業
開
始
を
発
表
し
た
。
人
力
車
夫
は
反
対
の
デ
モ
行
進
や
和
歌
山
県
へ
の
陳
情
を
行
っ
た
。
そ
う
し
た
動
き
が
あ
っ
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
南
海
鉄
道
は
バ
ス
営
業
に
踏
み
切
っ
た
。
両
者
の
衝
突
は
、
南
海
鉄
道
が
人
力
車
夫
に
対
し
て
和
解
金
を
支
払
う
こ
と
で

決
着
が
つ
い
た

（
百
十
九
）。

ま
た
、
タ
ク
シ
ー
も
乗
り
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
九
二
五
年
高
野
山
参
詣
自
動
車
株
式
会
社
が
椎
出
―
神
谷
間
で
開
業
し
た
。

翌
年
三
月
か
ら
極
楽
橋
に
ま
で
営
業
区
間
を
伸
ば
し
た
。
そ
の
結
果
、
鉄
道
路
線
と
競
争
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
価
格
競
争
の
末
、
同

社
は
敗
れ
て
一
九
四
三
年
一
〇
月
に
解
散
す
る
に
至
っ
た
。
そ
の
後
も
高
野
山
大
門
自
動
車
株
式
会
社
（
高
野
山
駅
―
大
門
間
）、
高

野
山
玉
川
自
動
車
会
社
（
橋
本
―
一
の
橋
間
）、
富
貴
自
動
車
商
会
（
富
貴
村
役
場
―
小
坪
間
）
が
設
立
し
た

（
百
二
十
）。

道
路
の
建
設
に
つ
い
て
は
、
一
九
三
四
年
に
玉
川
林
道
が
開
通
し
た
。
当
初
、
有
料
で
あ
っ
た
が
、
一
九
六
七
年
二
月
に
無
料
化
し

て
い
る
。
こ
れ
は
現
在
の
国
道
三
七
一
号
で
あ
る
。
一
九
六
〇
年
に
な
る
と
高
野
山
有
料
道
路
が
開
通
し
た
。
一
九
八
七
年
四
月
に
無

料
化
し
、
一
九
九
三
年
に
国
道
三
七
〇
号
と
四
八
〇
号
に
な
っ
た
。
一
九
八
〇
年
に
は
高
野
山
か
ら
南
方
に
つ
な
が
る
高
野
龍
神
ス
カ

イ
ラ
イ
ン
（
現
在
の
国
道
三
七
一
号
）
が
開
通
し
た

（
百
二
十
一
）。
こ
う
し
た
道
路
の
建
設
が
進
み
、
自
動
車
で
の
ア
ク
セ
ス
が
良
く
な
っ
た
。
こ
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の
効
果
は
南
海
高
野
線
に
も
影
響
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
高
野
山
の
乗
降
客
数
の
推
移
は
一
九
六
五
年
か
ら
一
九
八
三
年
ま
で
の
間
、
最
も
少
な
い
年
で
二
五
四
九
人
、
最
も
多
い
年

で
三
七
七
〇
人
と
な
っ
て
お
り
、
他
の
年
は
こ
の
範
囲
内
で
収
ま
っ
て
い
る
。
高
野
参
詣
者
数
は
「
頭
打
ち
」
を
感
じ
さ
せ
る
状
態
に

陥
っ
た
の
で
あ
る

（
百
二
十
二
）。
こ
う
し
た
参
詣
低
迷
が
問
題
と
な
っ
た
の
に
対
し
て
大
阪
万
国
博
覧
会
開
催
以
降
、
住
宅
開
発
が
大
阪
南
部
に
求

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
南
海
高
野
線
も
「
観
光
路
線
的
性
格
」
を
脱
却
し
「
通
勤
通
学
路
線
」
に
変
化
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
大

阪
都
心
部
へ
の
輸
送
力
を
整
備
改
善
し
、
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
図
っ
た
。
河
内
長
野

－

橋
本
間
の
複
線
化
や
曲
線
改
良
を
進
め
、
美
加

の
台
・
林
間
田
園
都
市
な
ど
沿
線
の
住
宅
地
開
発
を
行
っ
た

（
百
二
十
三
）。

お
わ
り
に

は
や
く
か
ら
現
在
の
Ｊ
Ｒ
和
歌
山
線
に
あ
た
る
ル
ー
ト
の
構
想
は
あ
っ
た
が
、
当
時
、
小
鉄
道
を
複
数
許
可
す
る
形
で
鉄
道
が
開
業

し
た
。
高
野
参
詣
に
つ
い
て
は
そ
れ
ま
で
高
野
街
道
を
利
用
し
て
い
た
が
、
紀
和
鉄
道
開
通
に
よ
っ
て
大
き
く
変
わ
っ
た
。
橋
本
、
高

野
口
へ
は
鉄
道
を
利
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

紀
和
鉄
道
の
特
徴
と
し
て
は
、
高
野
参
詣
の
た
め
に
重
要
な
鉄
道
で
あ
っ
た
が
、
関
西
鉄
道
、
大
阪
鉄
道
、
南
和
鉄
道
、
南
海
鉄
道

と
の
連
絡
が
な
け
れ
ば
成
り
立
た
な
い
鉄
道
で
あ
っ
た
と
も
い
え
る
。
小
鉄
道
分
立
の
弊
害
が
議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
財
界
主

流
は
紀
和
鉄
道
を
単
体
で
存
続
さ
せ
る
よ
り
も
、
周
辺
の
鉄
道
会
社
、
特
に
大
企
業
に
組
み
込
ん
で
、
経
営
効
率
を
上
げ
て
営
業
さ
せ

る
方
が
得
策
で
あ
る
と
の
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
最
終
的
に
関
西
鉄
道
の
傘
下
に
入
っ
た
。

ま
た
本
稿
で
鉄
道
の
開
通
に
よ
っ
て
旧
来
の
交
通
・
移
動
手
段
が
変
容
し
て
い
く
様
子
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
先
ず
は
高
野
山
参

詣
の
メ
イ
ン
・
ル
ー
ト
が
大
門
口
か
ら
不
動
坂
口
に
変
わ
っ
た
。
ま
た
鉄
道
の
さ
ら
な
る
延
伸
で
、
人
力
車
・
山
駕
籠
の
従
事
者
が
廃

業
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
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今
回
は
冒
頭
で
述
べ
た
平
山
、
卯
田
、
両
氏
の
論
考
の
よ
う
に
寺
院
側
の
資
料
を
用
い
て
い
な
い
。
本
稿
は
旅
客
収
入
・
利
益
増
加

を
企
て
る
鉄
道
と
伝
統
を
守
る
寺
院
と
の
対
立
の
図
式
を
意
識
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
そ
の
点
は
次
稿
以
降
で
取
り
組
む
こ
と

と
し
た
い
。
ま
た
、
旅
客
に
つ
い
て
の
内
容
が
中
心
で
あ
っ
た
。
荷
貨
物
・
物
流
に
つ
い
て
も
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

注（
一
）
平
山
昇
の
『
初
詣
の
社
会
史
：
鉄
道
が
生
ん
だ
娯
楽
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
五
年
）
は
第
四
二
回

交
通
図
書
賞
（
歴
史
部
門
）
を
、
卯
田
卓
矢
の
二
篇
の
論
考
は
第
七
回
住
田
奨
励
賞
（
論
文
の
部
）
を
受
賞
し
て
い
る
。
な

お
、
平
山
昇
『
鉄
道
が
変
え
た
社
寺
参
詣
：
初
詣
は
鉄
道
と
と
も
に
生
ま
れ
育
っ
た
』（
交
通
新
聞
社
、
二
〇
一
二
年
）
に
つ
い

て
は
、
筆
者
が
書
評
（
近
畿
大
学
民
俗
学
研
究
所
『
民
俗
文
化
』
第
二
五
号
、
二
〇
一
三
年
、
三
四
九

－

三
五
四
頁
に
所
収
）

を
発
表
し
て
い
る
。
参
照
さ
れ
た
し
。

（
二
）
高
野
町
史
編
纂
委
員
会
『
高
野
町
史　

民
俗
編
』（
高
野
町
、
二
〇
一
二
年
）
五
頁
、
知
多
秀
乗
「
高
野
山
」
の
「
歴
史
」（
下
中

弘
『
平
凡
社
大
百
科
事
典
⑤
』
一
九
九
三
年
、
六
三
〇
頁
）、
五
来
重
「
高
野
詣
」（
同
書
、
六
三
二

－

六
三
三
頁
）。

（
三
）
同
右
『
高
野
町
史　

民
俗
編
』
七
頁
。

（
四
）
高
野
街
道
の
記
述
に
つ
い
て
は
、
大
阪
府
教
育
委
員
会
『
高
野
街
道　

歴
史
の
道
調
査
報
告
書　

第
２
集
』（
一
九
八
八
年
）
を

も
と
に
し
い
て
い
る
。

（
五
）
前
掲
『
高
野
町
史　

民
俗
篇
』
七
頁
。

（
六
）
坪
谷
善
四
郎
の
経
歴
に
つ
い
て
は
吉
田
昭
子
「
加
茂
市
立
図
書
館
坪
谷
善
四
郎
関
係
資
料
と
そ
の
意
義
」（『
三
田
図
書
館
・
情
報

学
会
誌
』
62
、
二
〇
〇
九
年
、
一
四
五

－

一
六
五
頁
に
所
収
）
を
参
照
さ
れ
た
し
。

（
七
）
坪
谷
善
四
郎
『
山
水
行
脚
』（
一
九
一
一
年
）
三
八
五

－

三
八
六
頁
。
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（
八
）「
読
売
新
聞
」
一
九
四
一
年
一
二
月
三
日
付
、
夕
刊
、「
東
京
朝
日
新
聞
」
一
九
四
一
年
一
二
月
三
日
付
、
夕
刊
。

（
九
）
野
崎
広
太
『
茶
会
漫
録
』（
中
外
商
業
新
報
社
、
一
九
二
五
年
）
六
三

－
六
四
頁
。

（
十
）「
読
売
新
聞
」
一
九
四
四
年
四
月
二
三
日
付
、
朝
刊
。

（
十
一
）
市
島
春
城
『
擁
炉
漫
筆
』（
一
九
三
六
年
）
一
八
三
頁
。

（
十
二
）
久
嶋
惇
徳
『
紀
和
鉄
道
沿
革
史
』（
野
田
正
穂
・
原
田
勝
正
・
青
木
栄
一
・
宇
田
正
『
明
治
期
鉄
道
史
資
料　

第
二
集
第
三
巻

⑴
』
一
九
八
〇
年
、
六
頁
）、
鉄
道
大
臣
官
房
文
書
課
『
日
本
鉄
道
史　

中
篇
』（
一
九
一
一
年
）
五
七
九
頁
。
中
川
三
七
に
つ

い
て
は
遠
間
平
一
郎
『
財
界
一
百
人
』（
中
央
評
論
社
、
一
九
一
二
年
、
二
八
六

－

二
八
八
頁
）
を
も
と
に
記
述
し
て
い
る
。

（
十
三
）
岡
橋
治
助
に
つ
い
て
の
記
述
は
、
三
和
銀
行
行
史
編
纂
室
『
三
和
銀
行
の
歴
史
』（
一
九
七
四
年
）
三
〇
―
三
四
頁
、
日
本
生

命
相
互
会
社
企
画
部
社
史
編
纂
室
『
日
本
生
命
百
年
史　

上
巻
』（
日
本
生
命
相
互
会
社
、
一
九
九
二
年
）
六
二
―
六
六
頁
を
も

と
に
し
て
い
る
。

（
十
四
）
由
井
常
彦
・
浅
野
俊
光
『
日
本
全
国
諸
会
社
役
員
録
３
』（
柏
書
房
、
一
九
八
八
年
）
六
五
―
六
六
頁
。

（
十
五
）「
東
京
朝
日
新
聞
」
一
八
八
八
年
八
月
三
〇
日
付
。

（
十
六
）「
読
売
新
聞
」
一
八
九
二
年
九
月
二
二
日
付
。

（
十
七
）
桜
井
徳
太
郎
の
経
歴
・
公
職
に
つ
い
て
は
「
桜
井
徳
太
郎
君
之
小
伝
」（
五
條
市
史
編
纂
委
員
会
『
五
條
市
』
五
條
市
役
所
、

一
九
八
七
年
、
六
六
九

－

六
八
〇
頁
に
所
収
）、
由
井
常
彦
・
浅
野
俊
光
『
日
本
全
国
諸
会
社
役
員
録
２
』（
柏
書
房
、

一
九
八
八
年
）
九
四
頁
、
日
本
国
政
調
査
会
『
衆
議
院
名
鑑
』（
国
政
出
版
室
、
一
九
七
七
年
）
二
五
頁
を
も
と
に
し
て
い
る
。

（
十
八
）
桜
井
徳
太
郎
『
和
歌
山
線
路
比
較
線
ニ
対
ス
ル
意
見
（
第
五
回
鉄
道
同
志
会
於
席
上
）』（
一
八
九
二
年
）
一

－

一
一
頁
。

（
十
九
）「
読
売
新
聞
」
一
八
九
三
年
一
二
月
二
四
日
付
。

（
二
十
）
前
掲
『
紀
和
鉄
道
沿
革
史
』
六
頁
。
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（
二
十
一
）
同
右
。

（
二
十
二
）「
免
許
状
案
」（『
公
文
雑
纂
・
明
治
二
九
年
・
第
二
十
六
巻
・
逓
信
省
一
』
に
所
収
）。

（
二
十
三
）
前
掲
『
紀
和
鉄
道
沿
革
史
』
六

－

七
頁
。

（
二
十
四
）
前
掲
『
日
本
鉄
道
史　

中
編
』
五
八
七
頁
。

（
二
十
五
）
関
西
経
済
連
合
会
『
関
西
財
界
外
史
（
戦
前
篇
）』
六
〇
－

六
一
頁
。

（
二
十
六
）「
紀
伊
毎
日
新
聞
」
一
八
九
八
年
五
月
一
七
日
付
。

（
二
十
七
）
望
月
右
内
に
つ
い
て
の
記
述
は
「
大
阪
朝
日
新
聞
」
一
八
八
八
年
三
月
四
日
付
、
二
四
日
付
、「
東
京
朝
日
新
聞
」

一
九
一
七
年
一
月
三
〇
日
付
、
前
掲
『
衆
議
院
名
鑑
』
一
六
頁
、
二
二
頁
を
も
と
に
し
て
い
る
。

（
二
十
八
）
前
掲
『
日
本
鉄
道
史　

中
編
』
五
八
七
頁
。

（
二
十
九
）「
紀
伊
毎
日
新
聞
」
一
八
九
八
年
五
月
一
七
日
付
。

（
三
十
）
浜
田
篤
三
郎
の
記
述
に
つ
い
て
は
、
篠
田
正
作
『
実
業
立
志
日
本
新
豪
傑
伝
』（
岡
本
仙
助
、
一
八
九
二
年
）
五
四

－

六
三
頁
、

『
兵
庫
県
人
物
伝　

第
一
篇
』
二
七

－

二
八
頁
、
吉
野
申
吉
『
兵
庫
人
物
評
』（
神
戸
同
盟
出
版
社
、
一
八
九
六
年
）
六
四

－

六
五
頁
、「
大
阪
朝
日
新
聞
」
一
八
八
一
年
一
一
月
三
〇
日
付
を
も
と
に
し
て
い
る
。

（
三
十
一
）
前
掲
『
日
本
鉄
道
史　

中
編
』
五
八
八
頁
。

（
三
十
二
）
片
岡
直
温
の
記
述
は
金
原
左
門
「
片
岡
直
温
」（
下
中
弘
『
平
凡
社
大
百
科
事
典
③
』
一
九
九
三
年
、
三
六
〇
頁
）、
前
掲

『
日
本
生
命
保
険
百
年
史　

上
巻
』
一
四
八

－

一
五
〇
頁
、
三
一
二

－

三
一
四
頁
を
も
と
に
し
て
い
る
。
な
お
、
衆
議
院
議
員

選
挙
に
は
、
生
涯
通
じ
て
一
四
回
立
候
補
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
、
八
回
当
選
し
て
い
る
（
前
掲
『
衆
議
院
名
鑑
』
七
四
頁
）。

（
三
十
三
）
前
掲
『
日
本
鉄
道
史　

中
編
』
五
八
八
頁
。

（
三
十
四
）「
鉄
道
時
報
」
一
八
九
九
年
三
月
一
五
日
付
。
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（
三
十
五
）
同
右
紙
、
一
八
九
九
年
八
月
一
五
日
付
。

（
三
十
六
）
前
掲
『
日
本
鉄
道
史　

中
編
』
五
八
八
頁
。

（
三
十
七
）
逓
信
省
鉄
道
局
『
鉄
道
局
年
報　

明
治
三
七
年
』（
野
田
正
穂
・
原
田
勝
正
・
青
木
栄
一
『
明
治
期
鉄
道
史
資
料　

第
一
集

⑼
』
日
本
経
済
評
論
社
、
一
九
八
〇
年
）
七
七
頁
。

（
三
十
八
）「
東
京
朝
日
新
聞
」
一
九
〇
二
年
四
月
二
九
日
付
。

（
三
十
九
）
逓
信
省
鉄
道
局
『
鉄
道
局
年
報　

明
治
三
六
年
』（
野
田
正
穂
・
原
田
勝
正
・
青
木
栄
一
『
明
治
期
鉄
道
史
資
料　

第
一
集

⑻
』
日
本
経
済
評
論
社
、
一
九
八
〇
年
）
三
七
頁
。

（
四
十
）
前
掲
『
紀
和
鉄
道
沿
革
史
』
一
一

－
一
二
頁
。「
紀
伊
毎
日
新
聞
」
一
八
九
八
年
三
月
一
七
日
付
に
は
、
公
売
広
告
が
掲
載
さ

れ
た
。
公
売
対
象
の
株
数
は
五
三
四
七
株
に
の
ぼ
っ
た
。
そ
の
後
、「
都
合
ニ
依
リ
」
公
売
は
延
期
さ
れ
た
（「
紀
伊
毎
日
新

聞
」
一
八
九
八
年
三
月
二
三
日
付
）。
ま
た
、
一
八
九
九
年
三
月
五
日
付
の
「
鉄
道
時
報
」
に
報
じ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
は
、
第

九
回
払
込
に
お
い
て
も
二
月
一
三
日
に
お
い
て
三
九
七
九
株
の
未
済
株
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
順
次
払
込
み
が
な
さ
れ
た
が
、
そ

れ
で
も
な
お
一
五
五
株
が
未
済
の
ま
ま
で
公
売
に
処
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
同
社
で
は
株
金
の
払
い
込
み
が
遅
れ
て
い
た
時
期

が
あ
っ
た
。

（
四
十
一
）
同
右
『
紀
和
鉄
道
沿
革
史
』
五
八
頁
。

（
四
十
二
）
前
掲
『
鉄
道
局
年
報　

明
治
三
六
年
』
三
七
頁
。

（
四
十
三
）
高
野
義
夫
『
明
治
人
名
辞
典　

上
巻
』（
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
一
九
九
〇
年
）
カ
二
一
頁
。

（
四
十
四
）「
東
京
朝
日
新
聞
」
一
八
九
三
年
六
月
二
二
日
付
、
一
八
九
六
年
一
一
月
三
日
付
。

（
四
十
五
）
前
掲
『
紀
和
鉄
道
沿
革
史
』
一
二
四
―
一
二
五
頁
。

（
四
十
六
）「
鉄
道
時
報
」
一
九
〇
〇
年
一
二
月
五
日
付
。
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（
四
十
七
）「
紀
伊
毎
日
新
聞
」
一
八
九
八
年
三
月
一
九
日
付
。

（
四
十
八
）
同
右
紙
、
一
八
九
八
年
三
月
二
五
日
付
。

（
四
十
九
）
同
右
紙
、
一
八
九
八
年
四
月
一
〇
日
付
。

（
五
十
）
同
右
紙
、
一
八
九
一
年
四
月
一
〇
日
付
。

（
五
十
一
）
同
右
紙
、
一
八
九
八
年
四
月
二
〇
日
付
。

（
五
十
二
）「
鉄
道
時
報
」
一
八
九
九
年
三
月
二
五
日
付
。

（
五
十
三
）
前
掲
『
紀
和
鉄
道
沿
革
史
』
六
八
頁
。

（
五
十
四
）「
鉄
道
時
報
」
一
九
〇
〇
年
一
二
月
五
日
付
。

（
五
十
五
）「
紀
伊
毎
日
新
聞
」
一
八
九
八
年
四
月
一
五
日
付
。

（
五
十
六
）
同
右
紙
、
一
八
九
八
年
四
月
一
九
日
付
。

（
五
十
七
）
同
右
紙
、
一
八
九
八
年
四
月
二
〇
日
付
。

（
五
十
八
）
同
右
紙
、
一
八
九
八
年
四
月
二
七
日
付
。

（
五
十
九
）
同
右
紙
、
一
八
九
八
年
五
月
四
日
付
。

（
六
十
）
同
右
紙
、
一
八
九
八
年
五
月
五
日
付
。

（
六
十
一
）
こ
の
辺
の
記
述
は
主
に
野
崎
左
文
・
洲
崎
栄
芳
『
日
本
海
陸　

漫
遊
の
栞　

西
部
』（
六
々
会
、
一
九
〇
三
年
）
の
「
南
海

鉄
道
・
北
口
・
和
歌
山
市
」
を
も
と
に
し
て
お
り
、
他
に
薗
田
香
融
監
修
、
藤
本
清
二
郎
・
村
瀬
憲
夫
編
『
和
歌
の
浦　

歴
史

と
文
学
』（
和
泉
書
院
、
一
九
九
三
年
）
の
【
歴
史
篇
】、
藤
本
清
二
郎
・
山
陰
加
春
夫
編
『
和
歌
山
・
高
野
山
と
紀
ノ
川
』（
吉

川
弘
文
館
、
二
〇
〇
三
年
）
二
四
一
―
二
五
〇
頁
を
参
考
に
し
て
い
る
。

（
六
十
二
）「
紀
和
鉄
道
株
式
会
社
鉄
道
敷
設
工
事
竣
工
期
限
延
長
ノ
件
」（『
公
文
雑
纂
・
明
治
三
二
年
・
第
二
二
巻
・
逓
信
省
一
』
に
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所
収
）。

（
六
十
三
）「
鉄
道
時
報
」
一
八
九
九
七
月
二
五
日
付
。

（
六
十
四
）
同
右
紙
、
一
八
九
九
年
七
月
五
日
付
。

（
六
十
五
）
同
右
紙
、
一
八
九
九
年
七
月
二
五
日
付
、
前
掲
『
日
本
鉄
道
史　

中
編
』
五
八
八
頁
。

（
六
十
六
）
同
右
紙
、
一
八
九
九
年
八
月
一
五
日
付
。

（
六
十
七
）
同
右
紙
、
一
八
九
九
年
一
二
月
五
日
付
。

（
六
十
八
）
同
右
紙
、
一
八
九
九
年
一
二
月
一
五
日
付
。

（
六
十
九
）
同
右
紙
、
一
九
〇
〇
年
七
月
一
五
日
付
。

（
七
十
）「
紀
伊
毎
日
新
聞
」
一
九
〇
〇
年
八
月
二
四
日
付
。

（
七
十
一
）
同
右
紙
、
一
九
〇
〇
年
一
〇
月
三
日
付
。

（
七
十
二
）
同
右
紙
、
一
九
〇
〇
年
一
〇
月
二
七
日
付
。

（
七
十
三
）
同
右
紙
、
一
九
〇
〇
年
一
一
月
四
日
付
。

（
七
十
四
）
同
右
紙
、
一
九
〇
〇
年
一
一
月
一
日
付
。

（
七
十
五
）「
鉄
道
時
報
」
一
九
〇
〇
年
一
一
月
一
五
日
付
。

（
七
十
六
）
前
掲
『
日
本
海
陸　

漫
遊
の
栞　

西
部
』
の
「
紀
和
鉄
道
」。

（
七
十
七
）
中
井
真
孝
「
根
来
寺
」（
下
中
弘
『
平
凡
社
大
百
科
事
典
⑪
』
一
九
九
三
年
、
六
一
三
頁
）。

（
七
十
八
）
前
掲
『
日
本
海
陸　

漫
遊
の
栞　

西
部
』
の
「
紀
和
鉄
道
」。

（
七
十
九
）
熱
田
公
「
粉
河
寺
」（
前
掲
『
平
凡
社
大
百
科
事
典
⑤
』
六
九
一
頁
）。

（
八
十
）
前
掲
『
日
本
海
陸　

漫
遊
の
栞　

西
部
』
の
「
紀
和
鉄
道
」。
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（
八
十
一
）
高
野
口
町
誌
編
纂
委
員
会
『
高
野
口
町
誌　

下
巻
』（
高
野
町
教
育
委
員
会
、
一
九
六
八
年
）
三
八

－

四
〇
頁
。

（
八
十
二
）
井
口
龍
城
『
高
野
山
霊
記
』（
高
千
穂
社
、
一
九
一
二
年
）
四
九

－
五
〇
頁
。

（
八
十
三
）
前
掲
『
紀
和
鉄
道
沿
革
史
』
一
六
四
頁
。

（
八
十
四
）
同
右
書
、
一
六
五
頁
。

（
八
十
五
）「
紀
伊
毎
日
新
聞
」
一
八
九
八
年
四
月
一
二
日
付
。

（
八
十
六
）
前
掲
『
紀
和
鉄
道
沿
革
史
』
一
六
五
頁
。

（
八
十
七
）『
南
海
鉄
道
株
式
会
社
第
一
五
回
営
業
報
告
書
』
一
九
〇
三
年
四
月
（
和
歌
山
県
史
編
さ
ん
委
員
会
『
和
歌
山
県
史　

近
現

代
史
料
四
』
和
歌
山
県
、
一
九
七
八
年
、
九
一
九
頁
に
所
収
）。

（
八
十
八
）
前
掲
『
紀
和
鉄
道
沿
革
史
』
一
六
五
頁
。

（
八
十
九
）「
読
売
新
聞
」
一
九
〇
三
年
八
月
一
六
日
付
。

（
九
十
）
同
右
紙
、
一
八
九
一
年
二
月
七
日
付
。

（
九
十
一
）「
官
報
」
一
八
九
一
年
三
月
二
日
付
。

（
九
十
二
）
前
掲
『
日
本
鉄
道
史　

中
篇
』
四
八
五

－

四
八
六
頁
。

（
九
十
三
）「
大
阪
毎
日
新
聞
」
一
八
九
七
年
八
月
二
二
日
付
。

（
九
十
四
）
同
右
紙
、
一
八
九
七
年
九
月
七
日
付
。

（
九
十
五
）
同
右
紙
、
一
八
九
七
年
九
月
八
日
付
。

（
九
十
六
）
前
掲
『
日
本
鉄
道
史　

中
篇
』
五
八
一
頁
。

（
九
十
七
）「
鉄
道
時
報
」
一
九
〇
三
年
一
一
月
二
一
日
付
。

（
九
十
八
）「
読
売
新
聞
」
一
九
〇
三
年
一
一
月
三
日
付
。
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（
九
十
九
）「
鉄
道
時
報
」
一
九
〇
三
年
一
一
月
一
四
日
付
。

（
百
）
同
右
紙
、
一
九
〇
三
年
一
一
月
二
八
日
付
、「
読
売
新
聞
」
一
九
〇
三
年
一
一
月
二
八
日
付
。

（
百
一
）「
鉄
道
時
報
」
一
九
〇
三
年
一
一
月
二
八
日
付
。

（
百
二
）
村
野
山
人
が
当
時
の
様
子
を
語
っ
て
い
る
。
紀
和
買
収
に
つ
い
て
南
海
の
株
主
の
間
で
は
、
①
買
収
賛
成
、
②
買
収
に
反
対

で
な
い
が
価
額
が
高
い
、
③
買
収
絶
対
反
対
、
に
意
見
が
分
か
れ
た
。
藤
田
、
川
上
が
①
と
②
③
の
仲
裁
に
は
い
り
、
②
と
③

の
中
か
ら
三
名
ず
つ
、
計
六
名
を
選
び
、「
調
査
委
員
」
と
し
た
。
仮
契
約
の
九
〇
万
円
を
五
・
五
％
の
社
債
、
残
額
一
九
万

円
も
五
・
五
％
の
社
債
に
す
る
と
し
た
。
こ
れ
は
利
率
を
〇
・
五
％
下
げ
、
現
金
部
分
を
社
債
に
変
更
し
た
内
容
が
報
告
さ
れ

た
。
そ
の
後
、
一
〇
九
万
円
を
六
％
の
社
債
に
す
る
こ
と
に
修
正
さ
れ
た
が
、
そ
れ
で
も
反
対
意
見
が
あ
り
、
折
り
合
い
の
つ

か
な
い
状
態
に
あ
っ
た
。「
買
収
全
権
委
員
」
五
名
を
選
出
し
買
収
に
向
け
て
尽
力
し
た
と
い
う
。（「
鉄
道
時
報
」
一
九
〇
四

年
三
月
三
九
日
付
）。

（
百
三
）「
鉄
道
時
報
」
一
九
〇
四
年
三
月
一
二
日
付
。

（
百
四
）
同
右
紙
、
一
九
〇
三
年
一
二
月
一
二
日
付
。

（
百
五
）
こ
の
時
期
に
、
関
西
鉄
道
は
南
和
鉄
道
の
買
収
を
「
内
密
」
に
進
め
て
い
た
（「
鉄
道
時
報
」
一
九
〇
三
年
一
二
月
五
日
付
）。

（
百
六
）「
鉄
道
時
報
」
一
九
〇
三
年
一
二
月
一
二
日
付
。

（
百
七
）
同
右
紙
、
一
九
〇
三
年
一
二
月
一
九
日
付
の
「
南
海
鉄
道
臨
時
総
会
」。

（
百
八
）
同
右
の
「
紀
和
鉄
道
株
主
の
意
向
」。

（
百
九
）「
読
売
新
聞
」
一
九
〇
四
年
三
月
一
日
付
。

（
百
十
）「
鉄
道
時
報
」
一
九
〇
四
年
三
月
二
六
日
付
。

（
百
十
一
）
同
右
紙
、
一
九
〇
四
年
三
月
三
〇
日
付
。
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（
百
十
二
）
同
右
紙
、
一
九
〇
四
年
三
月
一
九
日
付
。

（
百
十
三
）
同
右
紙
、
一
九
〇
四
年
三
月
二
六
日
付
。

（
百
十
四
）
同
右
紙
、
一
九
〇
四
年
四
月
二
日
付
。

（
百
十
五
）
同
右
紙
、
一
九
〇
四
年
四
月
九
日
付
。

（
百
十
六
）「
登
記
事
項
御
届
」（『
第
十
門
・
私
設
鉄
道
及
軌
道
・
各
鉄
道
・
京
北
外
二
十
九
鉄
道
・
明
治
三
六
年

－

明
治
四
三
年
』
に

所
収
）。

（
百
十
七
）
南
海
電
気
鉄
道
㈱
『
南
海
南
海
電
気
鉄
道
百
年
史
』（
一
九
八
五
年
）
二
〇
七
頁
。

（
百
十
八
）
同
右
書
、
六
〇
三
頁
。

（
百
十
九
）
高
野
町
史
編
纂
委
員
会
『
高
野
町
史　

史
料
編
』（
高
野
町
、
二
〇
一
一
年
）
九
五
〇
頁
。

（
百
二
十
）
同
右
書
、
九
五
一
頁
。

（
百
二
十
一
）
前
掲
『
高
野
町
史　

民
俗
篇
』
七

－

八
頁
。
和
歌
山
県
立
文
書
館
『
文
書
館
だ
よ
り　

第
一
四
号
』（
二
〇
〇
四
年
二
月
）

二

－

四
頁
。

（
百
二
十
二
）
前
掲
『
南
海
電
気
鉄
道
百
年
史
』
五
九
八

－

五
九
九
頁
。

（
百
二
十
三
）
同
右
書
、
三
八
三

－

三
八
六
頁
。




